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序

この報告書は.1999年の報告 r世帯生産のサテライ ト勘定｣-これはEurostatのワーキン

グペーパー9/1999/A4/11として入手可能である-の追跡調査である｡

それ以来,新 しいラウンドの時間使用調査が行われ,現在は,綱車済みヨーロッパ時間使

用調査(HETUS:llarmonisedEuropeanTimeUseSurvey)の時期にある｡このように,い

までは調整され更新されたデータ源がインプット基準の世帯生産サテライ ト勘定を編成す

るために利用できる｡さらに,(英国)国家耗計局 (ONS)は,アウトプット法に基づく世帯

サテライ ト勘定をつくる大きな革新的プロジェク トを発足させた｡

Eurostatは.これ らの最近の展開に照らして,新 しいタスクフォースにおいて論議を継

続 し,方法論的間髄をさらに明確にし.概念を改善し.実際的縫糸を交換する時がきたと考

えた｡このタスクフォースは2001年に設置され.ヨーロッパ諸国とEurostatからの国民勘

定とTUSの専門家から構成された｡

このタスクフォースは大きな前進をみせたが.なお飴多の間嶺を大きな論争点としてなお

残しているっこのため.このタスクフォース報告書-再度 Eurostat,のワーキングペーパー

として入手可能である-は,なお進行中の作業を示しているBその性格は段階的報告 (stage

report)である｡それは Eurostatの立場もEU共同の立場も表しているわけでないOこの

報告書は,同意された点を示し,同時に多様な見解が残っている間雌を強調しているo

われわれは,タスクフォース-の参加者の共同の努力の成果であるこの作業を示すことを

喜びとする｡タスクフォースは.これらの結果は十分に興味深く.国際的レベルで進行中の

輸蝕を刺激するために,関心ある専門家の広い討親の場が共有できるものである,と考えて

いる｡

An tonio Baigorril

HeadorUnit,Euro8tat.,LabourMarket
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1 序論

1 世帯生産は,無償の労働.財,サービスと資本の結合の結果である.⊃世帯の生産活動のア

ウトプットは市場では取引きされず,したがって貨幣価値を持たないL,そのほとんどは,国

民勘定には記錬されない.〕結果として世帯生産の大きさはほとんど知られないままであるD

2 1960年代から幾多の国で行われてきた時間使用調査は,労働力統計には記録されなかっ

た無償労働がかなりの大きさを持つことを示してきた｡諸国間での時間使用についての比較

可能な結果をうるために,国際時間使用調査学会 (IAm R:InternationalAssociationor

Tim'eUseResearch)内部の研究者が,時間使用調査の方法を整合 し,調和させることを開始

した｡調整 されたヨーロッパ時間使用調査 (HETUS:HarmonisedEuropeanTimeUse

Survey)が開発されたときに,Eurostatは主な前進をとげた (Guidelines･･･,2000)｡

3 無償の世帯労働を貨幣タームで評価する無数の試みが,過去数 10年の間なされてきた(最

近のものには以下がある｡オース トラリア2000年,カナダ2000年,ニュージーラン ド2001

年.韓国2001年,南アフリカ 2002年)l⊃また,計算において中間消費と資本消費をふく

めた研究もわずかにある (例えば,SchaferandSchwarz1994,Vihavainen 1995,

Ironmonger1996,PradoValle2000,Hollowayet.al.2002)｡

4 この結果は試験的なものであり,方法論の違いがあるので諸国間での比較はできないが.

大きさの違いが次第に明らかになってきた｡先進国では,世帯生産の付加価値は GDPの約

半分にあたる｡国民勘定に記録された生産と総合的な経済的生産との違いは,今や明らかで

ある (例えば,Goldschmidt･ClemontandPagnossin･Aligisakis1995)｡世帯生産に貨幣価

値を帰属させるために二つの基本的方法が使用されてきた｡すなわち,労働投入での時間あ

たり市場貸金プラス他の生産コス ト (インプット･アプローチ),あるいは,財･サービスの

アウトプットに対する市場価格 (アウトプット･アプローチ)であるっ

5 SNAの 1993年の改訂は,国民勘定の枠組み内-の世帯生産の統合-の ドアを開いた,そ

れはサテライ ト勘定一国民勘定の概念的枠組みに対して追加的次元をもたらすことが必要

なときに,補足的あるいは代替的概念の利用を可能にす る-の概念を導入 した (SNA

21.4b)⊃生産境界それ自体は,例えば,人が世帯の他のメンバーに提供するサービスあるい

はボランティア活動が含められことによって拡大された (SNA21.18)｡

1 Trewin2000,StatisticsCanada2000.StatisticsNewZealand2001,Kim&Moon2001.
Budlender&Brathaug2002
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6 1996年にRurostatは,世帯生産サテライ ト勘定についての提案に関して最初の研究を委

托した (Varjonenet.al.1999)｡2000年 10月にEurostatは,方法輪の一層の調和を達成す

ることを狙って,加盟国の専門家から構成されるタスクフォースを殻贋し,方法輪的問題に

関する作業と経験の交換を継続した (タスクフォースのメンバーについては付録 1を参照)a

本文書は,このタスクフォースの作業の結果である｡その性格は,進行中の作業を反映する

段階的報告のそれであるOそれは最終的勧告をするものではない｡この報告書は,タスクフ

ォースのメンバーが同意した諸点を示し,同時に,異なる見解がひきつづき存在する間魅を

強調している｡アウトプット法についての英国が最近行った革新(Hollowayet.al.2002)は,

アウトプット法に対する焦点-の刺激を提供した｡この報告書は.統計家と関心ある専門家

のより広いフォーラムによってタスクフォースの結果を共有し,現在進行中の討議に貢献す

ることを狙っている｡

7 二つのアプローチ,すなわちインプット法とアウトプット法が討議され叙述される｡焦点

は世帯生産活動を半解表現で測定することである｡物的単位での測定もまた簡単に取り上げ

られる｡

8 インプット法は最も標準化された方法である｡それは,世帯における無fX労働あるいは世

帯生産の価値の推定に伝統的に使われてきた｡時間使用調査は,この方法-の重要なデータ

源である0

9 国民勘定においては,アウトプットの価値は,生産の測定のためにより望ましい方法であ

る｡世帯サテライ ト勘定の目的のためのこの方法についての村議は,英国の ONSが作成し

た拭験的世帯サテライ ト勘定から非常に多くを得ている (HollowayeLal,2002)0

用括

10 世帯生産

世帯生産という用語は.世帯内で世帯員によって,その無償労働を耐久および非耐久消

費財と結びつけて生産した財とサービスを意味するものとして使われる (OECD 1995)｡

このアウトプットは市場取引を経由することなく世帯で使われる｡したがってそれは遭登

非市場生産と呼ばれる｡世帯非市場生産はまた,他の世帯に対する無償の,インフォーマ

ルな援助.および自家の資本形成-その代表的なケースは自身による家屋の建設である-

が含まれる｡

SNA世帯生産とは,上に述べた生産の一部であり,国民勘定に含まれる (というのは,

それはSNAの生産境界内にあるからであるO第 3章参照)0

非 SNA世帯生産とは,国民勘定から除外される部分である (しかし,一般的な生産境

界内にある)｡
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簡単化のために,r世帯生産｣という用語は,r世帯非市場生産｣を意味するものとして
使われる｡

11 世帯市場生産

世帯市場生産は,世帯による市場向けの財 ･サービスの生産一例えば,旅行者のための

｢ベッド･アンド･プレクファース ト｣サービスを提供する世帯-であるOこの生産はま

た国民勘定に含まれており,世帯サテライ ト勘定には含まれていない｡

12 世帯サテライ ト勘定 (HHSA)

世帯サテライ ト勘定は,SNAや ESAで叙述されているサテライ ト勘定家族に属する20

｢サテライ ト勘定は,中核的国民勘定とは分離されているが,概念的には一貫している勘

定計算書である｡サテライ ト勘定の主な目的は,中心システムに過大な負担をかけたり,

混乱させたりせず,国民勘定の分析能力を柔軟に拡張して,与えられた経済活動分野の総

合的描写を与えることにある｡｣(ESA1.18)

13 rサテライ ト勘定においては,代替的概念や分類に,より力点がおかれている｡･･･例

えば,世帯員による,自分たちの最終消費のための家事サービスの生産は,生産境界内に

置かれていることがあるD･- それは,中核的国民勘定におけるよりも遥かにより広い自

由度を持って,新 しい概念と方法を実験しているoJ(SNA2.247･.21.47)0

2 HHSAの目的と利用

14 HHSA は,SNA の生産境界の拡張に基づいて,すべての非市場世帯生産をふくめる｡

HHSAは,まず非SNA部分に焦点をあてるO次いでそれを中核的国民勘定と統合し,生産

活動の範囲を拡大するoSNAと非 SNAの世帯生産の合計は,｢拡大生産｣と言われる (こ

れは,Goldsmidt-ClemontandPagnossin-Aligisakis1995,1999が使った用語)｡

15 HHSAは多様な種類の世帯の生産活動を合計することができる仕方,そして拡大された経

済を叙述し,分析するために国民勘定データと両立可能な仕方で,データを提示する0

16 HHSAで行 うことのできる分析例

経済における世帯生産と市場部門のそれぞれの大きさのレベルの判定｡

一定の商品･サービスの供給における市場と世帯のシェアの比較と,拡大した民間消費に

おける市場生産と世帯生産それぞれのシェアの判定｡

2 ESAは定義,勘定計算のルールおよび分類に関してはSNA93と一致している｡

-7-



市場で発生した所得と世帯の自家生産によって発生所得のシェアの比較｡

世帯生産と市場生産の間の トレ丁 ドオフ,一方の他方-の影響 (例えば,どの市場生産物

が市場で入手可能になったり消えたりするか,そして,それが世帯が生産する財 ･サービ

スの構成にどう反映するか,この影響の時間的な,および異なる社会･経済集団にわたっ

ての動学)の分析O

-国内での異なる時点での拡大生産の尺度の比較可能性を増すこと,また成長,生産性,

分配および資本形成の長期的視角での分析を可能にすることO

市場とすべての非市場の生産の両方を含めることによって,異なる国にわたる経済規模の

比較可能性を増大させること｡これは,十分な程度まで調整されている透明な方法の開発

を求めるOこれは,望ましい長期的な目標である｡

17 HHSAのその他の利用

政策立案者は HHSA と.拡張した経済分析-のその総合で提供される情報から利益を受

け取ることができる｡

HHSAは無償労働-の注目をひき,労働の修正された,より広い概念-の第1歩になるか

も知れない (LandereidandMcCulla2000を参照)｡

3 国民勘定とHHSAにおける生産境界

3.1 一般的生産境界

18 一般的生産境界は,SNA によって以下のように定義されているDr経済的生産は,財と

サービスのアウトプットを生産するために労働,資本,財とサービスのインプットを利用

して,制度的単位の管理と責任のもとで遂行される活動として定義される｡この過程に責

任を負い,アウトプットとして生産されるあらゆる財を所有するか,あるいは提供 したサ

ービスに対して支払いを受けるか,さもなければ報酬を受ける資格を持つ制度的単位が存

在しなければならないj(SNA6.15)｡｢経済的意味で生産的ではない活動には,食べる,飲

む,寝る,運動する,その他の基本的人間活動であって,他人に代わって行ってもらうこ

とが不可能なものがふくまれる｡他方で,洗濯,食事の用意,子ども,病人,高齢者のケ

アのような活動は,すべて他の単位が提供できる活動であり,したがって一般的生産境界

の中に入る｣(SNA6,16).,

19 一般的生産境界の定義は暗黙に ｢第三者基準｣をふくんでお り,これが生産的世帯活動
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を他の世帯活動から区分する方法である｡この基準は次のように述べているDすなわち.

｢活動はそれを他の者に委ねることが可能なら｣,他の言葉で言えば,他の誰かがそれをあ

なたのために行 うことが可能なら ｢生産的である｣｡MargaretReid(1934)が最初に示した

この基準は,世帯生産の文献で広く引用されている(SNA6.16で暗黙に述べられている)｡

20 世帯は財とサービスの生産に責任を持ち管理する制度的単位である｡生産過程において,

それは,その労働と資本および市場の財を (中間消費として)使用するOこの意味で,世

帯生産は市場での生産と比較することが出来る｡制度的単位として,世帯はまた市場生産

に従事することがありうる (世帯の非法人市場企業 :SNA4.144で引用されている)Oこの

タイプの生産は,国民勘定にふくまれており,本報告書では扱わない｡

3,2 SNAの生産境界

21SNAの生産境界は,一般的生産境界よりも限られているr,生産勘定は,同一世帯内の自

己最終消費向けの家庭内あるいは個人のサービスを生産する世帯活動については一雇用し

た有給の家庭内スタッフが生産するサービスを除いて一作成されない｡

22 生産境界内に入る活動は,以下のように要約できる (SNA6.18)o

a) その生産者以外の単位に供給されるか,そのように供給することを意図したすべての

財とサービスの生産で,そのような財とサービスを生産する過程で全部が使用される

財とサービスの生産をふくむ.っ

b)生産者によって自らの最終消費あるいは粗資本形成のために留保されるすべての財の

自己勘定生産 (ESA3.08)3｡

図1 生産境界

一般的生産活動

非市場生産 sNA生産非市垢生産 市場生産

● (同じ世帯内で生産され 一目家生産 -記録されたもの

消費される)自家生産ある ●自己使用のための財の生産 -隠れたもの

いはサービス ●粗資本形成

●他の世帯に対するイン ●自家所有者のための世帯サービネ

3 便宜により.ESAでは,住居の自家生産および農業生産物の生産,貯蔵.処理だけが含まれている｡
世帯による他の財のすべての自家生産は,EU諸国に関しては′J､さいと思われる (ESA3,08)
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C) 持家所有者による住宅サービスと,雇用した有給の家事使用人によって生産される

家事あるいは個人的サービスの自己生産勘定 (SNA6,18),,

d) 財を生み出すボランティア活動 (ESA3.08)

より限定された SNA生産境界を適用すると,世帯の非市場生産の主な部分を除外するこ

とになる (ESA3.09)

一般的生産境界とSNAの生産境界との関係は,図 1に示されているO

3.3 HHSAが取り上げている生産

23 HHSAについては,一般的生産の境界が関連するが,それは SNA と非 SNA両方の非市

場生産に焦点をおいているOそれは,勘定のつながりをとりあげるときに,世帯市場生産に

よって補足されるO勘定のつながりに関しては,世帯市場生産もまた,例えば,配分取引は

制度的単位としての全世帯に関係するという事実によって,含められるO図2に,世帯生産

サテライ ト勘定の範囲が叙述されている｡世帯生産と中核勘定が統合されるときには,中核

勘定は,二重計算を避けるために修正されなければならない.これは,7.4で詳細にとりあ

げられている｡

図2 世帯サテライ ト勘定の範囲

世帯生産サテライト勘定

sNA生産 l 非SNA生産

市場生産 ボランティア生産 (蘇 自己使用の世帯生産 ボランティア生産 (サービ自家所有者が 自 家 生 産 自己消費のため

晶) 生産した住居 (財),特に住 に生産された他 ス)

4 HHSAの範囲

4.1 世帯と世帯部門の定義

4,1,1.世帯

24 SNA は世帯を,同じ居住施設に住み,その所得と富の一部あるいはすべてをプールし,

ある種の財とサービス,主として住宅や食料を集団的に消費する人々の小さな集団である,

と定義 している (SNA4.132)O複数人数世帯の個々のメンバーは,共同で多くの資産を所

有し負債も負っているので,別個の制度的単位としては扱われないOさらに,多くの支出,

例えば食事あるいは住居についての支出の意思決定は,集団的に行われる可能性があるDこ

れが,世帯が制度的単位とみなされる理由である (SNA4.4)｡単独で生活 している者もまた
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世帯を構成する｡

25 世帯はどんな大きさでも良く.広い多様な形であることを仮定してよいO雇い主と同じ建

物に住む使用やその他の有給の家事雇用者は,たとえ現物支給として住居や食事を提供され

ているとしても,雇主世帯の一部分とはならない (SNA4.135)｡制度的単位としての世帯

のSNAの概念はHHSAにおいても妥当する｡

4.1.2 世帯部門

26 国民勘定において,世帯部門は,すべての居住世帯から構成される｡これらは,病院,老

人ホーム,修道院.監獄その他に長期間にわたって住んでいる人からなる制度的世帯をふく

む｡制度的世帯は.その生産的活動に関するデータが通常入手できないので,世帯サテライ

ト勘定において開度を生み出す｡したがって,実際的理由によって,HHSA では制度的世

帯をとりあげないことが提案されているOそれらの制度内で行われる世帯生産あるいはボラ

ンタリー活動の量は,大きいとは思われないので,このことは結果に重大な偏りをもたらし

はしない (SchaferandSchwarz1994)a

27 世帯サテライ ト勘定は,原則的には,居住国においてであれ,例えば観光旅行中の他国に

おいてであれ.居住者世帯の非市場生産をふくむ｡最終消費 (COICOP)のために使われる

国民勘定の分類は,国内消費をとりあげている｡必要とされるものは.COICOPによる居

住者世帯の消斉である｡この移行は,COTCOPの区運に関する問題であるO国内消費から

国民消女-の移行の重要性は国によって異なる0

4.2 基本的遭択肢

28 SNA は,サテライ ト勘定を作成することで,中核的国民勘定において可能なものよりも

広い自由度をもたらす (SNA21.47)｡世帯生産は,異なる仕方で測定し,分析することが

でき,結果として,異なるサテライ ト勘定を開発することが出来る｡世帯生産は,生産活動

のために使われた時間.あるいは生産された財とサービスの数とタイプのような物的単位を

使って測定できるし,生産されたサービスに貨幣価値を帰属させることよっても測定できる｡

また.サテライ ト勘定を拡張する選択肢がある｡すなわち,世帯労働の価値だけを測定でき

るし.あるいは生産 ･所得発生勘定を作成できる｡さらに進んで世帯生産を市場生産と統合

した勘定の完全な系列を作成することが可能である｡選択肢は,サテライ ト勘定の目的に応

じて選ぶことが可能である.

4.2.1 HHSAシステムにおける物的データ

29 世帯の非市場生産の主な要素 (アウトプット 労働投入)は,貨幣価値を与える基礎であ

る市場取引がないので,物的単位でだけしか観察できないOこのことは.結局は貨幣評価を
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意図していても,辛-のステップは,物的表現における測定であるべきことを意味する｡物

的表現による測定は,必然的に多様な測定単位-たとえば.提供された食事数,輸送距離,

洗濯物の量,サービスが提供された時間 (たとえば,育児時間)一に基づかなければならな

いっしかし,これらの尺度は同一単位にすることはできないO他方で,労働投入は,ほとん

どが労働時間によって測定されるっ生産過程-の他の投入 (例えば,中間消費,固定資本)

については,物的単位による測定は一般的ではないが,ほとんどの場合に,実行可能である｡

30 世帯生産サテライ ト勘定が含むべき情報の種類はその目的に依存するO世帯生産サテライ

ト勘定の主目的は 2節に叙述した｡究極の目的としては暗黙に示されることが多いが,世

帯の (SNAやESAに示されるような)貨幣勘定の完全なっながりの作成は,必ずしも世帯

生産のサテライ ト勘定のすべての目的に仕える唯一の選択ではないD例えば,勘定の完全な

つながりは,市場と非市場の間の移行の分析に必ずしも必要ではないO二つのセクターはま

た労働時間に基づいて比較することができる｡物的データによる分析は世帯生産の貨幣評価

の困難や潜在的な統計的不正確性をふくまないが,市場と非市場の間の代替についての透明

な情報を与える｡したがって,物的データは,目的がこの基準によって達成できる (すなわ

ち,ジェンダー間の分業)ときには,唐先されるべきである｡しかし,このことが,アウト

プットの側面あるいはインプットの側面での合計は不可能である(時間単位での労働投入を

除いて)ことを意味することは,明白である｡明らかに,この制約が物的データに基づく分

析の限界であるOしたがって達成したい他の狙いからみると,物的および貨幣的部分は,サ

テライ トシステムにおいて互いに補いあうべきものである｡

31 物的尺度は,貨幣表現では示されないが,それにもかかわらず,世帯の生産的活動-の貴

重な追加的洞察を提供する世帯生産に関する指標と情報を示すことを可能にするOそれらは,

時間使用,アウトプットおよび他の数量的データ (例えば,他の世帯に対する不規則でイン

フォーマルな援助,提供した食事数,家庭においてケアした子どもと大人の数といった情報

のような時間使用調査で記録される世帯生産に関連する特徴)に関する情報からなり,時間

的経過にわたっての世帯の行動の変化に関する重要な情報を提供することができる0

32 時間使用情報は.第-に,世帯と人が使用し,時間使用日記に記録された総時間を示す っ

したがって,利用者は世帯生産を第三者基準で提案されたものとは異なる仕方で定義する機

会を持つ｡さらに,第三者基準の適用が大きな問題となる活動は,世帯生産を最大限可能な

程度に境界付けする点での不確実性の程度を示すために別個に示すことができる｡この一例

は,｢-ア ドレッシング｣である｡第三者基準を使 うと,それは生産的である｡というのは

第三者が行えるからであるOしかし,それはHHSAから除外されている (実際的理由で.｡

節 4,3,1.1の文章を参照)｡物的尺度を使うと,その大きさは,｢生産｣がどれだけ除外され

ているかについての知識を示すことができる｡
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33. 総時間使用から離れると,それは,貨幣尺度よりもより詳細にそしてより大きな社会 ･

経済的分類を伴って,生産的活動に費やされた時間を示すことが可能である｡これによって

われわれは.国民勘定における労働量の計算とのつながりをつけることが可能になる｡肺単

なつながりは,世帯生産の活動分野と国民勘定の対応する経済部門 (例えば.自動車の修理

や保全に使った時間)とを比較することで可能になる,もっと複雑でまた時間消耗的な分析

は,社会的時間使用に基づいて行 うことができる｡この社会的時間使用とは,投入･産出モ

デルによって,われわれが,収入獲得労働 (市場的財の生産),食事サービスのような必要

に結びついた'#尊や消費に費やされた時間を判断することを可能にする (GerShun.vand

Jones1986.G也nsandLiebe1982)｡興味深い最近の作業は,Stahmer(2001)による拡大弁

解と物財の投入 ･産出表と結びつけた時間の投入産出表の開発である｡

34 姓つかのE]的に役立てることのできる物的データだけをふくむ世帯生産の r勘定｣を構築

することが可能である｡それは,柔軟性をもち.アウトプットあるいはインプットデータの

牛幣評価の困難性と滞在的な統計的不正確性をふくまず.半解データと結合されたときには

拡大された分析能力を持つ｡そういった勘定は,生産機能の異なる構成要素 (アウトプット

と非労働インプット)の合計を許さないし.勘定の完全なっながりを鮎集することも不可能

である｡サテライ ト勘定の数量と貨幣的部分それぞれの重要性の判断は,作業の特定目的に

照らして行われるべきである｡

4.2.2. アウトプット法 対 インプット法

35 日的が経済における世帯生産の貨幣価値を示すこと,あるいはそれを国民勘定の枠組みに

完全に統合することにあるならば,世帯生産の評価は不可欠である｡

36 国民勘定においては,市場価格は,生産の評価のための基本的参照事項である｡市場取引

がないところでの評価は,生じた費用 (政府が生産する非市場的サービス)あるいは類似の

財とサービスの市場価格を参照することによって行われる (SNA2.68)｡後の二つは世帯非

市場生産の評価に使用されてきたOインプット法は他の非市場生産についての方法,すなわ

ち費用の積み上げ,と類似である｡アウトプット法は,自己生産の評価に対する必要条件と

一致する｡しかし,評価問題は中核的国民勘定に比較するとより大きい｡すなわち.労働投

入は市場から耽入されず (インプット法),生産物のいずれも市場では販売されていない (ア

ウトプット法)｡したがって,これらの市場同等物の価格と貸金が使用されなければならな

い (労働賛用.生産物の価格).原則としてこれはIIHSAの中心間雌である｡

37 インプット法は.そのインプットのすべて-労働インプット 中間消費および資本コス ト

ーの価格の合計として世帯生産を評価する｡アウトプット法は.世帯生産をその柵凧アウト

プット価格で.すなわち.世帯自己生産が中核的国民勘定で評価されると同じ方法で.評価
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するQ粗アウトプットは,世帯の異なる活動のアウトプット豊に,各種類のサービスの市場

同等物の価格を乗 じて評価される｡アウトプット法の下では,世帯生産の租付加価値は,粗

アウトプットマイナス中間インプットに等しい｡アウトプット法とインプット法は,敗つか

の同じ要兼一中間消斉,資本消費,税と補助金一を使用するD各方法の計井は以下に示され

る｡

アウトプット基準の方法

市場同等物価格でのアウトプットの価値 (皇×価格)

-中間消費

-租付加価値

一資本消費

一生産への他の税

+生産-の他の補助金

-混合所得 (凍りは,労働と資本の補償額をふくむ)

インプット基串の方法

労働の価値 (適当な貸金/時間で評価された時間単位)

+生産-の他の税

一他の生産-の補助金

+資本消女

-粗付加価値+中間消費

-総アウトプット価格 (着用の合計)

38 ふたっの方法の要素がほとんど同じだとしても.同じ結果をもたらすとは結始できない｡

アウトプット基準法での出発点は,生産物の市場価値であるO生産の費用 (中間消費,葉木

消費.生産への税マイナス補助金)が減じられるO痩りは.労働報酬と純営業黒字からなる

混合所得として知られている0

39 インプット基準の方法においては,租付加価値は,労働の価値プラス資本消賛,そして生

産-の税マイナス補助金の合計である｡インプット法からひきだされる付加価値ば.利益を

ふくまない｡これはアウトプット法 (混合所得)が行 うのとは対照的である｡

40 中核的国民勘定においては.市場のアウトプットと自己の最終利用のためのアウトプット

は.市境で販売される類似の生産物の基本価格で評価される｡他の非市場アウトプット(政

府あるいは NPISHによって無料で提供される生産物)は生じた費用によって評価され

(ESA3.53参照),ここには生産-の税/補助金がない｡IiHSA に対するアウトプット法で

は,同等の財とサービスの市場価格は,VATと生産-の税/補助金 (これは,価格概念は実
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軌 こは状入着価格であることを意味する)をふくみ,したがって.インプット法におけると

同じ価値評価の使用には,利益マージンをふめて VATその他が除外されることを要付する

だろう｡しかし.(VATと生産-の税/補助金をふくむ)アウトプット法の r支出された費用｣

法もまたJl要な情報を提供する｡HHSA での評価の帰属的性格によって.評価の同じ価格

概念がアウトプットと最終消費に使用されなければならない｡

41 両方法の長所と短所は.文献において広く論じられてきた｡各方法の特林は以下にリス ト

されている｡

アウトプット法は

･ 一般的国民会計計算で勧告される実践と矛盾 しない｡

･ 世帯生産の生産性が測定可能である(しかし.これを行 うためには,生産に使用される時間

を知る必要がある)｡

･ 単純にすべてのアウトプットを考慮することによって,同時行動の扱いを検肘する必要を

避ける｡ しか し,間髄があるかも知れないO各アウトプットを別々に扱 うこと一例えば,

子どもそれぞれのケアと.同時に,同時活動のそれぞれに全活動時間を割 り当てること-

は.この計算からひきだされる労働-のリターンの解釈が難しいかも知れないことを意味

する｡すると.活動ごとの労働-のリターンは,同時に連行されることの多い活動の場合

には.もっと低いことがあろう｡これらの場合に,労働-の低いリターンは低い生産性を

意味しない｡これを克服するためにはわれわれは,同時的アウトプットに関連するインプ

ットを分割 しなければならないかも知れないO

･ 合計推定値を生産する｡社会一経済的基準による分割はもっと難しいかも知れない (このこ

とは.もしデータが世帯から収集されるなら.問題にはならないだろう)｡

･ 実践的には.アウトプットの定義は,入手可能なデータ源に依存する｡これは国の間での

違いをもたらすかも知れない｡

･ 適切な市場同等物や価格を見つけ出すことは難しいかもしれない｡適切で国府的に比較可

能な市場同等物-例えば,積極的育児,長車簾の輸送など一についての一般的合意はない

ので.どの穫顎の市場捷供物が入手可能であり,そして/あるいは.異なる国で利用される

可能性があるかについてのさらなる作業が必要である｡

･ さらに.この結果は.選択された総計のレベルに依存する (第 6車の住居の例を参照)｡

姓つかの世帯内活動はアウトプットの評価を行 うため (すなわち,アウトプットをどう測

定し.世帯のマネジメン トをどう割 り当てるかの)に区分するのは難しい｡いっそうの研

究が,これらの間髄を明確化するであろうD

これまでのところ,アウトプット法に関する経敦はごく限られている｡

インプット法は

･ 時間使用データ.利用可能な時間使用調査のためのEUによる綱焦されたガイ ドライン

に依拠する｡
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･ 多くの国で他の目的のための政府統計において既に入手可能なわずかの追加的データ源

(国民勘定と貸金データ)が必要である｡

この方法を使って行われた研究は非常に多く,その長所と短所およびその出所は十分路識

されている｡

･ 世帯のタイプ.ジェンダー,所得レベルその他によって区分された結果をうることは可能

である｡

･ 評価は,時間貸金のための基礎としてどの賃金率が使われ,どの労働時間概念が使われる

か (実労働時間.支払い労働時間)に大きく依存する｡

･ 評価は,活動を測定するためにどんな時間概念が使われるか (一次行動時間だけを計算に

入れるか.あるいは同時活動の一つあるいはそれ以上を,計算し募入するか)に依存する｡

･ 生産性の尺度は計井できない｡

4.2.3 11rISAの大きさの選択

42 HHSAの大きさの問題については,三つの選択肢がある9望みが大きくなる順序で叙述し

よう｡分析の可能性は,最も限定されたアプローチから十分に詳細なアプローチに進むこと

によって.体系的に拡大される｡最も限定された選択肢は,無償労働だけを評価するもので

あり,分析のための最大範囲の可能性を与える選択肢は勘定のつながりを作成することであ

る｡

4.2.3.1 無償労働のみ

43 無償労働の評価は,今日まで最もひんぽんに使用された方法であるD労働投入の価値は,

世帯生産の純付加価値の近似値とみなされる｡この選択肢によれば,生産機能の他の要素,

例えば.中間消費あるいは資本消費は,脇に置かれる｡これら後者の要素の欠如は,この結

果の利用を,より広い経済問題ではなく,主として労働市場問題に限定する｡そういった研

究の最近 の例 は,BudlenderandBrathaug(2002,South Africa),Fontainha(2002,

Portugal),Kin and Moon(2001,the Republic ofKorea)お よ び Statistics New

zealnd(2001).である｡

44 労働投入の異なった評価法が使われる.世帯生産活動に使われる労働時間が,経済全体の

平均賃金,家事使用人の貸金あるいは専門家の貸金を使って評価される｡入手可能な研究の

示すところでは,投入労働の評価のための貸金概念は,一つあるいはその他に収放してはい

ない｡貸金問題はさらに5.1.2節で論じられるO

4.2.3.2 世帯の生産 ･所得発生勘定

45 生産 ･所得発生勘定は,アウトプット 中間消費,租付加価値およびその構成要素,資本

消費.生産-の税金/補助金をふくむ｡これらの勘定に関しては,インプット法とアウトプッ
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ト法のいずれかが使われる｡SNAの表 A.V6は,仮定の数字をもって.生産 ･所得発生勘定

の形式を次のように示 している4｡

Ⅰ: 生産勘定

遭遇 量産

P.2 中間M雷 694 P.1 産出 1289

B.1g 付加鐘雛.軌 575 P.11 市場産出 1129

ll.1.1 所持発生勘定

鑑盈

D.1 膚川音報酬

D.11 賃金報酬

D.12 使用主の社会的蕎与

D.29 生鹿-の他の税金

D.39 生産-の他の補助金

Ii.2 作美的余剰

li.3 此合所紳

3

1

60

32

-

4

皇直

B.lt) 付加価離.純 533

4.2.3.3 抽定のつながり

46 日IISAにおける生産 ･所得発生勘定の作成は.純および租付加価値とその構成部分を示す

とともに.世帯において生産され消費 される財とサービスの価値の推定値を捷供する｡生

産 ･所得発生勘定は世帯サテライ ト勘定体系の中核である｡これ らは,すべての他の勘定-

の出発点である｡

勘定のつながりの全体において,世帯の市場所得と消女もまた(別々に)示されるべきであ

り.これが拡大された世帯可処分所得と拡大消費のための推定値の計算を可能にする｡

47 世帯についての勘定の完全なつながりの主な集計量は,SNAにしたがって衣A.V.6に示

されている｡

4SNA生産の仮挽救雄が計算ルールを明確にするためにここに示されている｡非SNA世帯生産をSNA
世簡生産と統合するときに必要とされる敦値と修正は7.4で示される｡
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表1 秒定のつながり

勘定 利用 資源

I.生成勘定 地 宝轟

R2 中間柵 694 P.1 アウトプット 1胸

B.1g 付加楓 粗 575 P.11 市場アウトプット l129

Kl 固定資本の渦賛 42B.ln f;蜘胤 純 533 P.12 自己最柳 1用向けアウトプット 140

1一.1.1 丑担 皇垂

所得創造勘定 D.1 抑 割こ対する賃金等 ;労D_盟 生産-の他の税 3D.こか 生産-の他の格砂金 -1BB 営集魚字 60R3 混合所得 432 RIJl 付加札 鈍 533

ⅠIl.lB 重囲 皇甚

一次所得の配分勘定 D.4 財酬 41 BB 仰 字 60

R5 -次所得の′くランス 1託汀 R3 浪合所得 4王妃D.1 被用者-の賃金等 7f追D.4 財酬 llX)

tL2 班 皇垂

D.6 所得.甘ン叫の経常税 178 B.5 -次所得の′くランス l器7

D.61 社会的寄金 322 D.61 社会的寄金 0

D.62 現物の社会的移転以外の社会的支給 D.62 現物の社会的移転以外の社会的支給
0 :蛾

D.7 他の経常移転 71B.6 可処分所得 1164 D.7 他の軽常移転 翁

Ⅰ1.3 也 A

卿 の再分配 R7 調鼓された可処分所得 1二親 R6 可処分所得 1164D.63 現納 土会的移転 228

H.4.1 班 麹

可処分所脚 1用勘定 P.3 最終満蒙支出 1015 R6 可処分所得 1164

R8 貯蓄 160 D.8 年金基金準縛における世帯の鵬持分の変化の調整 11

1一.4_2 綱瞥可処分所得 班 皇垂

の脚 1用 P.4 実相 費 1243 R7 舞鼓された可処分所得 1:班

BB 貯蓄 160 DB 年金基金準縛における世帯の鈍持分の射ヒの継 -ll

III.l *# 塵 堅≧査蛙P.51 梱 定資本形成 61 負債と舶 ヒth 貯静嵐 純 160

Kl 固定資本の渦費 -42 D_9 キ榊 伝 受け入れ可能頼 23

P52 在韓変動 2P.53 耐久消費財の獲得マイナス処分5 D.9 賓桃 支払い可能斬 -5B10.1鰍脚 に.Ei鰍
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4.3 生産者としての世帯

4.3.1 世帯の生産活動

4.3.1.1第三者点や

48 第三者基準は.非生産的活動と生産活動とを区別するために使われる｡活動は,もしそれ

を他の者に重ねることができれば生産的であるO幾つかの場合には,この基準の実用的な着

用が必要である｡例えば,自身を洗 うことや着物をきることは.たとえ.それを原則的には

多に委ねることができてt,除外される三同じことが,実際的理由によって,ときには.市場

から購入される-ア ドレシングにも着用される｡自分の使用向けのレジャーサービスの生産

(音楽を奏でる.ホームビデオ,その他)は,第三者基準の実用的な実施として除外される｡

49 自分の使用向けのレジャーサービスの生産は,将来典型的になるかもしれない｡というの

は.この分野の活動は世帯において急速に拡大しており,この目的のために多くの種類の

用品が市場で販売されているからであるOしかし.この報告では.自分の使用向けのレジ

ャー生産はとりあげない｡

4.3.1.2 特別な問雌 :輸送と育児の集合

50 旅行と輸送の概念化には幾つかの違いがある.人々が時間使用調査あるいは国民勘定に背

景を持つかどうかに依存して異なる選択がありうるからである｡時間使用綱査において育児

を測定することにもまた.それが大部分,二次あるいは三次活動として行われるので.困無

がある｡これらの開髄を以下で論議する｡

旅行/輸送

51 他の人々(あるいは財)の輸送は,常に生産的であり(遊びに向けて子どもを輸送する.他),

目的としての旅行は生産的ではない (萎びとしての ドライブ)｡この定員は.インプット法.

アウトプット法の両方にあてはまる｡しかし,自身の旅行/輸送に関しては見方がわかれ.ど

れか一つを遭ぷ点でのコンセンサスは.タスクフォース内では得ることはできなかった｡

52 (時間使用綱査に基づく)インプット法では,旅行は,伝統的に主な活動を支えるものとみ

なされてきたB｡ したがって.生産的世帯活動への旅行 (および自身の輸送)は生産的とみ

なされるが,非生産的活動のための旅行 (と自身の輸送),例えば映画-の ドライブは非生

産的である｡椿巣として,生産的活動に関連 したすべての旅行時間.すなわち.輸送サービ

スを提供する人 (例えば.車の運転者)の旅行時間と,乗客 (車内で旅行する他の者)の旅

行時間はキ鹿される｡

8Zq離されたヨーロッパ時間利用ZFl査においては,旅行の目的は.折り返し点に至るまでの一大如分の
時間をとる次の活動 (仕事場.友人の蒙,市阜他)によって定義されている｡折り返し点から柵路は.
それに先立つ活動に上って規定される｡
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53英国のアウトプット法は,旅行ではなく.輸送概念にしたがっている｡すなわち,すべて

の輸送活動は,それ自体が目的であるときを除いて,生産的と考えられている｡例えば,

自身の仕事-.あるいはレジャー活動-の輸送は,他の者の輸送と同じように生産的であ

る｡

54われわれは,一層の論争や論議を促進する二つの異なる見方を示している｡すなわち,

(a)旅行 (自身の輸送をふくむ)は,世帯の生産的活動を支えるなら生産的であるL,非生産

的世帯活動 (レジャー,および市場とのつながりでの生産活動としての仕事-)-の他

人の輸送は,輸送が主な目的である (例えば,仕事-および帰宅のために自分の配偶者

を運転して連れて行く)ときにだけ,生産的である,,

(b)すべての輸送活動は生産的と考えられるD

皇盟

55育児をどう測定するかについても異なる見解がある0時間使用研究は育児における三つの

部類を区分する,(a)一次の活動として,(b)二次活動として,(C)子どもが寝ている時間を除

いて,子どもとともに過ごす時間として,の育児である｡子どもが寝ているときあるいは

家の庭の近くで遊んでいるときの従事は,｢消極的育児｣と呼ばれる｡(消極的育児をふく

めて)子どもと過ごす時間は,育児にあてられる時間のほとんどであるO人々は,子どもを

ケアしているときに,何が一次活動で,何が二次括動かについて大きく異なる受け止め方

を持つ可能性がある｡時間使用調査からの結果はこれに照応して解釈されるべきである｡

この時間のあるものを含めるか,全部を含めるかの判断は,評価に大きく影響するO子ど

もと過ごす時間は,積極的ケアよりも評価は低いのか? もしそうなら,何が違いなのか?

市場のサービスはこれについて幾つかの情報を与える｡

56インプット法においては,伝統的に,一次活動としての育児だけが評価されてきた｡二次

活動としての育児と子どもと過ごした時間は,時間単位では別個に示されうる｡睡眠中の

子どもと過ごす時間は,これまで評価に含まれなかったが,原則的には含めること可能で

あるC

57アウトプット法においては,英国の試験的 HHSAではすべての育児活動が含まれていた｡

ここではアウトプットが ｢ケアを受けた子ども｣であった｡しかし,子どもが寝ている時

間についての別個の市場の同等物の欠如によって,すべての育児は同じ率で評価された｡

これについては一層の作業が必要である｡

58もし積極的ケア (一次および二次活動としてのケアに)と子供と過ごした時間に対して異

なる評価を見つけ与えることができるなら,育児の同じ概念を両方の方法で使うことがで

きたろうoLかし,育児に使われた概念のありうる違いは,研究の結果を比較するときに
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念頭におかれるべきである｡

4.3.2 世帯生産の複雑性

4.3.2.1 主なアウトプット/基本的機能

59 サテライ ト勘定の目的は,与えられた経済活動分野の総合的な描写を与え.目的に沿っ

た仕方でそれを描くことである(ESA 1.18)｡世帯生産の目的の沿った叙述の仕方とはどの

ようなものだろうか? それが生産するサービスは何か? 世帯生産は,非常に多様な異

なった活動からなっているOそれ らは時間使用調査においてある仕方で分類されてきた｡

例えば,食事サービスとい うアウ トプットに対するインプットである食事の用意といった

区分がある｡買い物のように,そのアウトプットが食事の用意や衣服他のインプットとし

て使われる他の活動もある｡そういった基本的時間使用分類を使用する結果として,非常

に断片的な像がもたらされる｡したがって,活動をグルービングすることが必要である.｡

60 HHSAの目的は,市境と世帯生産の間の相互関係を示すことである｡この相互作用は,労

働の移動において生 じるが,ますます多くがサービスの生産の移動とアウトソーシングにお

いて生じる｡したがって,世帯生産活動のグルービングは,世帯が生産するタイプかアウト

ソーシングするサービスのタイプを反映するべきであるOサービスのタイプの生産は,世帯

の基本的機能と主なアウトプットとしての各生産物とみなされることがある｡何が主なアウ

トプット/基本的な機能であるべきかに関しては国際的な選好はあるが.コンセンサスには達

していない｡追加的なr輸送｣機能 (英国のHHSA)をともなうフィンラン ドの報告(Varjonen

他 1999)に示されている機能は以下の通りである｡

61 主要なアウトプット/基本的機能

一住宅/宿泊の提供

一食事と食物の提供

一衣服と洗碓サービスの提供

-ケアの提供

一輸送の提供

-ボランティア活動とインフォーマルな援助

輸送機能を分離 して使用するか,あるいは支援的活動として旅行が関連する機能の下に

旅行と輸送活動を割 り当てるかは,旅行/輸送概念の判断に依存する (表 1参照)｡

62 また,以下のような他のグルーピングも使われてきた｡

-住宅/宿泊概念が食事と衣服とまとめて区分されるか.その他の種類の区分が使われてき

た｡
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一世帯管理と買い物は,別個の主要なアウトプットとして示されてきた｡

63 主なアウトプット/基本的機能のグルービングにおいては,与えられたアウトプットの生

産に貢献したインプットは,その下に分類される｡それらのインプット すなわち,中間

消費,資本消費および労働は,TUSとCOICOP分類6で区分される (TUSのタームでは労

働で,COICOP 分類との関連では,残 りに)｡分類が全体としてひとつの機能に当てはめ

られるというケースは多くあるわけでない｡そのような場合,それらはいくつかの客観的

な基準を使って関連する機能の間に分割されるべきである｡例えば,世帯管理 (TUS分類

371)は,すべての主なアウトプット/基本的機能に配分される必要がある｡客観的で国際

的に比較可能な基準の利用可能性をテス トするために,より多くの研究/実証的作業が必要

である｡

4.3.2.2 世帯生産における内的供給一利用関係

64 -つの活動のアウトプットは他の活動-のインプットとして使われることがときどきあ

る｡何が｢インプット｣で,何が対応する rアウトプットJと定義するかの問題がありうる｡

住居サービスと輸送サービスは,他の主な機能,例えば,ケアや食物に対するインプット

として使われているO車の運転のアウトプットは輸送であるOこのアウトプットは,子ど

もや他の家族員を輸送するときには,育児や成人介護-のインプットとして使用されるO

アウトプットとインプットについてのより長いつながりがありうるのであるO例えば,輸

送のアウトプットは買い物のインプットになりうるし,買い物は次に食事の用意-のイン

プットになりうる｡問題は,計算においてそれらの rつながり｣をどう測定し.どう配分

するか,である｡これらの世帯生産における投入･産出関係は,一般的なレベルでは,表 1

に説明されているO

65 住宅は,台所が食物に,居室と寝室が育児や成人介護に,空間が洗濯やアイロンかけに

使われるように,他の機能-のインプットを生産する｡衣服のケアは,住宅サービスその

他へのインプットである繊維品 (シーツやカーテン他)の清潔な衣類というアウトプット

を生み出す0

66 機能間の相互関係は,二重計算を避けるために念頭におかれるべきである｡これは,特

にアウトプット法で重要である｡

6TUS:時間使用.調整ヨーロッパ時間使用調査に関するガイドライン.EuropeanCommission
EurostatUnitE2,Luxembourg2000を参照｡COICOP:Classificationofindividualconsumptionby

purpose(目的別個人消費分類),http://www.un･org/usa/cr/registry/reqcst･asp?CI=5
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衷1 世帯生産の内的供給一利用関係

利用

よ本機能 と主な生産物 居住 ★雷 衣服 ケア 嶋送 ボ ラ ンティア

生産物

秩蘇 住宅 ･宿泊.すなわち.生産的および非生産的活動のための家具つきフラットとそのメインテナンスの捷供･クリーニングサービス･庇の手入れ (〟-デイニング)･修繕.メインテナンス･家産とその維持に関する財･仁王居 ×××××× ×× × × ×

食事 ･世帯員のための食事,スナック.飲み物･家庭で育てた食料と家庭保存の食料,家庭で境かれたバン.ケーキ他 ×× ×

衣服 ･世帯で生産された衣服と練物.衣服と布地のメインテナンスと洗濯サービス ×× ×※

ケア ･雷児･成人介護･ペットの世話 ×××

輸送 ･離.モーターバイク,自転離その他･Jl鞘の維持 × × × × ××

67 輸送のアウ トプ ッ トは他の主要なアウ トプ ッ ト-のインプ ッ トとして主として用い られ

る｡したがってまた.各機能の もとにおいてだけ輸送を記述す ることが可能であ り.それは.

支埋活動 として (ケア織能の下での子どもの輸送,他に)関わる｡
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表2 主な生産物底本的触 りのTUS区分

住居 食事 衣限 ケア ボランティア 輪送

m S rrUS32 世帯の nJS31食料甘 TUS 33 rrUS 38 rrUS 41 世帯生産と関係な

保全 ニ321 住居の梢掃322 庭の清掃323 暖房と水 理 :311 食料の準備312 バン焼き313 皿洗い314 保存 繊維品のマーケッティングとケア:333 手細工と接物の生産331 1和平332 アイロンかけ 育児 :381 身体的介護と監視382 子ども-の教育383 続審.子ども 組鵬的作藁:411 組練のための労働112 組鞍を通じてのボランテ い活動-の自身の& -:TVS901 個人ケア913 仕事-の往復921 学校/大学-

324 様々な準㈱329 世帯の他の 319 他の特定の との遊びと会話3aI 子どものつき イア活動419 他の特定 の往復922 自由時間の

食料の用意 3三治 練物の そい の組曲対労働

310 特定しない 他の特別な作 389 他の特定の育 410 非特定の 学習943 参加活動

特定の保全320 世帯の他の 食料の管理'IIJS 34庭の手入れ 成とケア330 練物の特定しない作 児380 特定しない育 組鰍的労働J42 他の世帯の

特定しなし慣 全rTUS 35 (〟-デイニング)と (ペ ットの性顔):3-11 ガ-デイニング(部分)342 家畜の世藷349 他の特定の〟-デイニング(とペットの旺路 成とケア 児rIVS :刃 成人介 インフォーマルな援助 : 951 社会的生活952 エンクーテ轍 と僻 :351 住居建設と改造352 住居の修繕353 設備の作成 維: ･121 援助 としての食料管理J22 援助としての世帯の保全423 援助 としてのガ-デイニ インメントと文化三相1 スポーツと島外活動971 趣味981 地域性の変

391 成人家族員の援助TUS 34【ガ-デイニングとペ ットの世話】:343 ペットの世話344 犬の散歩3.l9 他の特定のガと傑359 他の特別な轍 と修繕350 特定しない &lO 特定しない〟-デイニング(とペットの世捕)TUS 62 生産 ングとペットの世‡舌J2.1 援助としての轍 と修繕426 就業と農 更9m 特定しない旅行世鮮生産に関連する活動-の自身の

壌投と修繕 的運動 -7-l-イニング (とペットの世青み340 特定しないガ 集での援助 輸送 TUS:

300 指定しない 621 狩猟と魚釣 427 援助とし 931 世帯のケア941 組散活動

世帯および家族ケ り -ヂイニング (とペ ての育児
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mS〟-デイニング【とペ ットのケア】部分:341 ガ-デイニンgTか分)349 他の特定の〟-デイニング【およびペットの世伝】340 特定しない〟-ヂイニングと【およびペットの坪井】300 特定しない世幕と家族のt蛸(部分) い生産的活動300 特定されない世帯および家族ケア㈲訓 特定しない世帯と家族のせ#部分) 加 特定しない世帯と家族の世括(那分) 30 特定しない世帯と家族の世括(那分) 420 特定されないインフォーマルな援助 942 インフォーマルな援助938 子どもの輸逮93) 成人の家族員の輸送354 輔 の保全

m SX :娼l 甘い物 (如 :張1 買い物(郎 361 買い物 361 買し噸 郎分)x2 商業的.行政的サービス(部分)淵 他の特定され 425 竣助とし 936 貰い物とサ

ytい物 分) 分)謀退 商業的.行 (部分)362 商 業 ての買い物とサ -ビスに関連する

とサービス 362 南無的.行政的サービス(れ分):芙沿 他の特定さ -ビス 輸送攻的サービス(部 め.打壊的サ

れた買い物とサー 分) -ビス(部分) た買い物とサービス

ビス(如分) お9 他の特定された買い物とサービス(部分) 託沿 他の特定された買い物とサービス(如分) (部分)

謙氾 特定されな お0 特定されな 謝 特定さ ま氾 特定されない

い甘い物とサービ い買い物とサー れない買い物 買い物とサ-ビス

ス(取分) ビス(部分) とサー ビス(部分) (軒分)

TUS37 371 世帯管理(郎 371 世帯管理 371 世帯管 371 世蕎管理(郎

主なTウトプット棚 の帆こ分割されたrrUSの分類

341 ガ-デイニング:は台所が-デイニングと装飾的ガーディニングをふくむ:住居と栄養-

349 他の特定されたガーティニング 【とペットの世括】:住居,栄養とペットの世指

別0 特定されないガ一一ヂイニング 【とペットの世括】:住居､栄養とペットのせ桔

361 貰い物:住居､劫職およびケア-

3EX)特定されないXい物とサービス:住居.栄養､衣取とケア-

371 世帯管理:佐官､栄養､衣取とケア

3CK)特定されない世帯および家族管理:住居.栄養.衣服とケア

これをどうするかには各国の柵 ;ある｡ある場合には､4桁レJ～レよりも押しいレペ/棚 ;､それが可能なら.有効である(例

えば､rrt)S 349.340､331)｡付録2を書風 2005.10.03
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68 時間使用分類(TUS)に使われる活動のより詳細なグルーピングは,表2に示されている｡

部分的には一つ以上の機能に配分されることがある TUS分類のより詳細な仕上げは付録 2

に示されている0

69 ボランティア活動とインフォーマルな援助は別個のアウトプットあるいは基本的機能と

して示されているOこれは,いくつかの国では好まれるかもしれないOというのはそれが社

会的政策目的のための情報を提供するからである｡しかし,それはまた,目的に対応してそ

れぞれの関連する機能のもとに割り当てることができるO例えば,援助としての食品管理は

｢食物｣に入れられる他D

5 生産と所得発生勘定 :インプット法

70 この報告書は,従 うべき唯一のルールの集まりを与えるのではなく,世帯サテライ ト勘定

を作成する幾つかの選択肢を示し,論議することを狙っているOこのことは,世帯生産につ

いての論議の現在の状況を反映しているのであって,論議は十分に同意されたガイ ドライン

までには至っていない｡しかし,インプット法,特に労働の評価に関しては非常に多くの研

究が行われてきた｡したがって,タスクフォースは,インプット法においては他よりも望ま

しい幾つかの解決法を示すことができる｡

生産勘定

型旦 里塵.

型旦 農産

71 インプット費用を使用するアウトプットの価値の算出では,SNAにしたがっていかなる

資本要素-のリターンも含まない (SNA6.85,6.91)｡アウトプット法では,資本-のリクー
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ンは,世帯生産を評価するために使用される生産物の市場価格には含まれる｡世帯生産に関

する文献においては,インプット費用からアウトプットの価値をひきだすときに,それが資

本消費推定値に付加するべきか,するべきでないかについての討議が行われてきた｡(例え

ば,Ironmonger1996,Landefelt&Culla2000)｡しかし,タスクフォ-スはそれを付加

すべきでないことを示唆した｡これは生産をインプットサイ ドから純粋に測定するときの中

核勘定での現在の実践と一致している｡

5.1 世帯生産への労働投入の評価

72 この節は,中核勘定にはふくまれていない世帯生産の部分にだけふれる｡研究は.労働の

価値は.評価方法に大きく依存していることを示した｡これは,それ自体で短所ではない｡

分析の異なる目的のためには異なる評価方法を選ぶことができるD例えば,粗貸金は,財と

サービスを生産するために他人を雇 う総費用が世帯にとってどれだけかを示し.純貸金は世

帯労働の現実の条件を反映する (税支払いはなく,社会保障給付はない)Oしかし.国際比

較を可能にするためには,基本的問題に関して幾つかの取り決めが必要である｡これは.追

加的諸方法を利用する可能性を排除するものではない｡

73 世帯労働は,自らの消費のための財とサービスの生産と他の世帯に対するインフォーマル

な壌助で世帯員が支出した無休労働のことである｡家事に費やされた時間は,時間使用調査

からかなり正確に推定できるが,この時間を価格評価する方法は.インプット法を使用して

の世帯生産の総価値にとっては決定的意味を持つ｡分析の目的が定められていない限り,ど

の評価方法も論争をひきおこすことがありうる｡評価方法の選択の際に取り上げられるべき

主な問題は

1) どの貸金あるいは誰の貸金を時間に価値評価するために使用するべきか

2) 労働時間の最も適当な概念はどれか,そして

3) 貸金の絶類と粗額のどちらを使用すべきか? である｡

以下ではこれらの問題を論じる｡

5.1.1 どの賃金/誰の貸金?

74 rどの貸金か｣の間魔を検討するにあたっては,二つの方法があるOすなわち,ひとつは,

無償労働に費やした時間は,有償労働に費やす時間を減らすという仮定に基づいている｡し

たがって.無償労働に斉やされた時間は費用であり,この評価方法は機会費用法 (Becker

のモデル 1965に基づく)と呼ばれるBもうひとつの方法は,世帯は市場の財やサービスを

桝入するか,あるいは必要な仕事を行う誰か他人を雇う代わりに,家事労働そのものを行う

ことによって.世帯は半解を節約するという仮定に基づく｡この評価方法は市境代替費用法

と呼ばれる｡
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機会費用

75 この方法に伴う最も明らかな間魔は,その仕事を遂行した人によって同じ生産物について

異なる価値をもたらすことである｡さらに,実生活の状況の中にいる人々は,その労働時間

数を自由に選択できないことが多い｡多くの研究者は,この方法は世帯生産の測定目的には

使用するべきでないと論 じてきた (例えば,Goldshimit･Clemont1994,Blades1997,

Chadeau1992)｡この方法は意思決定のマイクロレベルにおける効用の最大化の研究のため

には者切であるかもしれないが,機会費用概念は国民勘定のマクロレベルの概念とは一貫性

を持たない｡

代替費用

代替費用法には 3つの選択肢がある｡

76 第-の選択肢は,市場の企業の専門的労働者の貸金を使用するものである｡これは,ある

職業の専門的労働者は世帯で行われるとものと類似の活動-レス トランのコック,デイケア

センターの看誰師.銀行のマネジャー他-を行うと理由づけができる｡困難は,市境企業の

労働条件を考えるときにはじまる｡というのは,市場企業の労働条件は.資本投資がより高

く,生産は異なる形で組織化されていて (大量生産,仕事や技能の専門化),世帯で支配的

なそれとは異なるからであるDこれらの環境は生産性に影響を与える｡市場の仕事の資格の

十分なレベルを選ぶことも難しい (例えば,料理のシェフから台所使用人まで,違いが大き

い)｡家事労働においては,幾つもの作業が同時に行われるのに対して,企業での労働は,

ラインの生産により似ているだろう (Goldshimit･Clemont1994)｡他方で,家事労働はレジ

ャー活動と結びついていて,結果は強度の低い労働であることがある0

77 第二の可能性は,家庭での専門的労働者の貸金を使うものである｡人は,掃除人,恵拭き,

看護士,庭師,家庭教師,配管工その他として世帯に働きにくる専門的労働者のサービスを

状入することができる｡家庭に来る労働者は,自らのあるいは世帯において利用できる道具

や材料を使うであろう.労働条件は.それらの専門的労働者が一時にひとつの作業に焦点を

おくことを除いて,家事労働のそれとより近似してくる｡しかし,世帯によるそれら専門的

労働者への支払いは,企業での労働者に対する貸金より高い｡というのは,前者は賃金その

もの以外の他のコス トをふくんでいるからである｡この事実は考慮されなければならい｡こ

れらの種類の専門的労働者は一般的には,世帯で行われる限られた数の活動についてだけ利

用可能である｡

78 第三の選択肢は,ジェネラリス ト (一般的)労働者の貸金を使うものであるO世帯の通常

の運営が求めるすべての仕事をするために世帯内で働いている人を雇うことができるO幾つ

かの国には世帯を管理するのに必要な仕事のほとんどを行 う制度化された世帯代替物が存
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在する..J自分たちの仕事に対して特別な資格を持ったり,あるいは持たなかったりする者,

そして高齢者を訪問したり,あるいは家庭や子どもをケアする親が病気であるときに援助す

ることに責任をもつことが最も多い労働者がいる (Goldshimit･Clemont1994)｡しかし,家

庭の被用者は通常は世帯の仕事すべて,特に,ボランティアや地域社会活動とともに管理に

関連 した仕事は行わないO

労働の評価方法に関する討論を結論づける

79 機会費用法は研究者によって広く拒絶されている｡この方法と密接に結びついているのは

平均賃金の使用であり,対照的にこれは批判されていないO

-専門的労働者の貸金を使用する市場代替法は,異なる仕事に対する貸金の適切な組み合わ

せを見つけるために幾多の貸金と貸金 レベルを検討しなければならないのでより複雑であ

る｡多くの活動について専門的な市場の代替物を見つけることができない.⊃

80 多価的な代替物あるいはジェネラリス トの貸金を使用する市場代替法は,世帯労働を評価

するための最も適切な基礎であると思われる｡この方法の長所は以下のとお りである.⊃

一労働条件は,活動の類似性,資本財の性質,中間消費の量その他をふくめて家事労働のそ

れと類似している｡このことは,生産性が家事労働一般のそれと似ていることを意味する｡

一仕事の内容が家事と類似している

-評価方法が単純で,直接的である ･

81 他方で幾つかの潜在的問題があるO

-ジェネラリス ト労働者でさえ,世帯内に生じる仕事をすべて行 うわけでない.⊃一般に,金

銭管理,計画 ･調整活動,住居の保全と修繕,車柄の保守点検やボランティア活動は, ご

く限られた量だけしか行われない｡

-家事使用人/自治体のホーム･-ルパーは,それらの職業に関する統計の作成に関する問題

によって,常に使えるわけではないQこのことは,1997年の夏にプロジェク トグループ

がEU諸国に送った調査において明らかになった (Varjonenet.al.1999､Appendix2)｡ほ

とんどのEU諸国において使用されている国際標準職業分類 (lSC0-88)は,家事使用人

の貸金を定義する際に有用である.〕ジェネラリス トの作業は,分類 3231,5133あるいは

5121に含まれているかもしれない｡多くの家事使用人は私的な世帯が雇用し.これが利

用できる情報の質に影響を与えている｡この仕事の一部はまた ｢闇市の仕事｣として行わ

れるかもしれない｡

一世帯労働を評価するために仮説的貸金を想定することは,小さな市場部分の実際貸金が,

膨大な量の労働投入の評価に使われるなら,正当性があるかという問題を生み出す｡(こ

れはまた,他の非市場生産の問題,例えば,SNAにおける住居サー ビスの市場価値を見

出す際に,ひとつの問題である)｡
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-他の世帯に対するインフォーマルな援助としてのボランティア活動は,家事使用人の貸金

を使用して評価できるが,Eil体でのボランティア作業を評価するためには適切ではないO

ここでは,地域社会あるいは社会サービスにおける職業に基づく貸金が使われてきた.代

替法としてはボランティア活動者を使っている団体の雇用者の平均貸金を使用すること

ができる｡

5.I.2 労働時間のどの概念?

82 支払い労働時間は通常,時間貸金の基礎として使われる｡支払い労働時間は休日.疾病

休暇.毎日のコーヒーブレークを含む｡時間使用訴査からのデータは,休日を除くのは勿

論,食事時間と疾病休暇以外の実労働時間だけを含んでいる｡ したがって,実労働時間が

時間貸金を計井する基礎としてより望ましい｡再度,この選択は分析目的に依存する｡す

なわち,世帯生産を市境の代替物で置き換えるために,どれだけの費用を要するかを知ろ

うとするなら.実労働時間がより摩れている (時間当たり貸金はより高く,休日や,疾病

休暇その他-の支払いを反映している)｡もし分析が,世帯労働の現実の条件を考慮するな

ら,支払い労働時間がより現実的である｡支払い労働時間は,疾病休暇や休 日-の手当て

をふくまないより低い貸金を与える｡ ドイツでは 1992年に家事使用人の時間当たり貸金

純報は.正規の労働時間の代わりに実労働時間あたりについて計算した場合,25%高かっ

た (Lut.Eel1996,SchagerandSchwarzDoc,E2/PUS/5/2001)a

5.1.3 粗か純か?

83 粗貸金は,使用主と雇用者が支払う所得税と社会保障支払いを含んでいる｡世帯生産

の価値を決定する目的のために,租と純貸金のどちらを選択するかは,大きな意味を持つ｡

税と社会保障支払いは,国と福祉制度次第で貸金の半分に達する｡研究者は,この間壇に

ついての意見で分かれたままであり,この計芽は粗貸金と純貸金の両方を使って行われて

きた｡

84 この選択の背後には二つの基本的仮定がある｡もし世帯が市場からサービスを購入する

とすれば,世帯は租貸金を支払わなければならないだろう｡他方で,世帯がサービス自体

を作りだして.貨幣を稼ぐことが考えられているなら,純貸金が明らかにより適切であろ

う｡というのは,世帯は自らのために税や社会保障の支払いをしないからである｡

85 この選択は再び分析目的に依存する｡もし分析目的が r支出した費用｣を叙述すること

にあるなら,粗貸金が使われるべきである｡世帯が生産物を市場から購入するときには,

その価格はすべての労働費用 (純貸金額が支払われる闇市で購入 したのでなければ)を含

んでいるからである｡

86 分析目的が (世帯生産の価値をふくむ)世帯の ｢可処分所得総頼｣を計井することにあ
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るなら,純貸金が使用されよう｡というのは,世帯の可処分所得は社会保障や税の支払い

を含まないからである｡他の可能性は粗貸金を使用し,勘定のつなが りを下りる過程で帰

属の社会的支払いや税を差し引くことである0

87 貸金純額データを獲得する困難も問題を生み出すO賃金統計は,粗貸金に基づいており,

純貸金についての比較可能な数字は一般的には入手できない｡純貸金に付随するもうひと

つの問題は,個別の.したがって多様な税率の適用によって生じる｡

88 また,一般政府と世帯向け非営利団体 (NPTSH)の非市境サービスのアウトプットを斉

用によって測定する (すなわち,非市場アウトプットの評価にインプット法が使われる)

ときには,労働投入は,雇用者の報酬として評価されるBそれ らは,所得税や他の株金の

合計であり,社会保障制度-の雇用主の支払いをふくむ｡これにしたが うなら,世帯生産

は租貸金を使って評価される (Blades1997)｡しかし,この場合.世帯生産におけるのと

は違って.税は実際に支払われ,帰属計算された社会的支払いは将来の年金の権利を反映

する｡

89 アウトプット法の研究結果は,評価問題により多くの光をあてるだろう｡労働の評価は.

アウトプット法では残余によって計算される｡したがってそれは報酬と資本の リターンを

ふくんでいる｡これらの数字は,時間使用についてのデータが使用可能なら,世帯生産の

主な機能のそれぞれにおける適切な貸金と比較することができる (rlolloway2002参照)u

そこで,基礎にある仮説は,アウ トプット法がベンチマークを与え,インプット法におけ

る労働の価値は,アウトプット法に示されているように,労働の リターンに対して調整さ

れるべきである,というものである｡当面,方法の間の概念とアウトプットの定義の違い

によって比較は難 しい｡この分野ではさらなる研究が必要である｡

5.2 SNAとHIISAにおける最終消費,中間消費および固定資本の消費

90 消斉は,世帯や他の制度的単位が財とサービスを使いつくす活動である｡消費には二つ

の非常に異なる種類一最終と中間-があるO世帯の最終消費は,消費の前に稚得した生産

物になんらの変更をも及ぼすことなく,個別的世帯あるいは地域社会が,その個別的ある

いは集団的ニーズあるいは欠乏を満足するために使用する財とサービスからなる｡中間消

費は.会計期間内に使用され尽くすか変形される生産過程-の投入からなる(SNAl.49)C

例えば,パンを食べることは,パンの最終消費である｡粉や水は,パンの生産-の投入で

あり.したがってこの過程では中間消費財である｡

91 パンの生産はまた.仕事の場所やオープンといった何らかの資本財を必要とする｡SNA

では,オープンや企業が所有している室は,固定資産と呼ばれる｡固定資産は敗年にもわ

たって生産において繰 り返 し,継続的に使われる生産された資産-ほとんどが機械,設備
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と建物-である｡これ らの固定資産の獲得は租固定資本形成と呼ばれる (SNA6.147)

92 中核勘定においては.世帯最終消費支出は目的によって分類されている(COICOP分類)ら

世帯サテライ ト勘定においては,世帯は,中核勘定においては最終消費として分類される

インプットとしての財とサービスを使 う自己使用のための財とサービスを生産する｡ した

がって対応付けが必要である｡生産過程で消費あるいは変形される財は,中間消費と考え

られる｡さらに,世帯の耐久財は固定資産として扱われ,生産に使われた世帯耐久財上の

固定資本の消費は,投入費用として考慮されなければならない｡これにしたがって最終個

人消費のSNA分類が修飾されるべきことになる,最終個人消費は三つの部分.すなわち,

固定資産.中間消費,および財とサービスの最終消費,に分けられる｡この扱いは世帯に

は,自家生産者としての能力下の世帯 (そして,HHSAの生産境界が SNAに比較して拡

大された程度)にだけ関係する｡この再分類は財とサービスが使われる目的に基づいてい

る｡

SNAの最終消費を最終消費と中間消費,および資本財の取得に分割する

93 日的ごとの個別消費の分類 (COICOP:TheClassificationoflndividualConsumption

byPurpose)は,最終消費を分割するための有効な道具であるO各分類を,世帯生産におけ

るその利用に対応 して,最終あるいは中間消費そして固定資産に割 り当てることが可能で

あるo多くの分類は単一の利用に割り当てることができるが.飴つかの分類は,部分的に

は中間消井財として生産に使用し,部分的には最終消費に使 うことができるものであるO

水と電気は,生産と非生産活動の両方に使われる生産物の例である0

94 これらの場合,最終的あるいは中間消費に割り当てるべき支出の割合は,時間使用調査,

あるいは家計調査,あるいは他の特別研究の結果に基づいて決定することができる (例え

ばェネルギー)｡

95 表3は財とサービスが,どう最終あるいは中間消費,あるいは資本財に配分することが

できる例を示す｡すべてのCOICOP区分7をふくむ表が付録に示されている｡英国のHHSA

とドイツの場合が付録 3と4に示されている,

7coICOP区分は追加的に耐久性によって区分される:すなわち.(ND)非耐久財.(SD)半耐久財,
(D)耐久財.(S)サービス.である｡
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表 3 HHSA: SNA 世帯最終消費支出の中間消費,最終消費,および固定資産の獲得への

分割,一例

CoⅠCOP - l- 粥書 JLBifl* tk7K書手

I 食品と非アルコ-ル飲料 × ×××

01,1.1 バンとシリアル(ND)

01.1.2 肉 (ND) ×

01.1.3 負 (Nl)) ×

01.1.4 ミルク.チーズと卵(ND) ×

01.1.5 油と油脂 ×

01ー1.6 果物 ×

01.1.7 野菜 ×

01.1.8 砂糖,ジャム.蜂蜜.シロップ.チョコレ-L,糖兼 ×

01.1.8.1 砂糖 ×

01.1.8.2 ジャム.マーマレー ド ××

Ol_I_8.3 チョコレー ト ×

01.1ー8ー4 糖集晶 ××

01.1.8.5 食用アイスとアイスクリーム

01,1,8,6 他の砂糖品

01.1.9 分散不能の食品(ND) ×

01.2.1 コーヒー,莱,ココア(ND) )く

01.2.2 ミネラルウオーター,ソフトドリンクとジュース

5.2.1 中間消費

96 SNAによると,中間消費 (SNA1.49,ESA3.69)は

一生産過程によって投入 として消費された財とサービスからなる

-財とサービスは,生産過程で変形されるか使い尽くされるかされる｡

97 中間消費あるいは最終消費-の割 り当てのすべてが容易あるいは簡単ではない｡この割 り

当ては.生産の文化に縛 られた習慣によって,国ごとに異なるかもしれない｡例えば,幾つ

かの国では,他国よりもより準備された食料が使われている｡割 り当ての決定の出発にあた

って,諸国は次のような問題に直面する｡すなわち,

一二の国では生産過程はどんなものか?

-どのような種類の生産物が供給 されているか ?

-どのような稚類のデータ源を利用できるか? ある国では4桁 レベルのCOICOPデー

タおよび非常に詳細 レベルの時間使用データを使 うことができ,ある国では,詳細なデー
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表4 中間消費の主要アウ トプッ ト/基本的繊能-の配分

(Ⅹ)l00P分類 商品 住居/所有者占有者 借家 食事 被限 ケア 輪送

】 食品と非アルコール飲料 × × × ×× ×

01.1.1 バンとシリアJt<ND)

01.1.2 肉 (ND) ×

01.1.3 負 (ND) ×

01.1.4 ミルク,チーズと9群ND) ×

01.1.5 油と油脂 ×

01.1.6 果物野菜 ×01.1,7 ×

01.lB 砂糖.ジャム､蜂書.シロップ.チョコレート､麟 ×

01.1.9 分類不能の食品(ND) ×

01.2.1 コ-ヒ-､茶､ココアひJD) ×××

3 衣取と屑物

03.1.1 衣月鮮料 但D)

03.1.3 他の衣料とアクセサリー品目 はD) ×××

4 住居､水､軌 ガスと他の燃料

04.1.1 f線 人による細 葉鮒

04.3.1 家星の保全と鍾縛の材料 (ND) ×

04.3.2 家臣の保全と蛙縛のためのサービス 岱) ×
O4.4.1 水の供給 (ND) ×

04.LI.2 廃物収集(S) ×

04.Jl.3 下水収雛 ) ×

04.4.4 家島に関わる他の分類不能のサービス ×

04.5.I 電気 (ND) ×

04.5.2 ガス (ND) ×

04.5.3 糊 料 (氾) ×
04.5.4 固体燃料 (ND) ×

04.5.5 熱エネルギ- (m) ×〉く

5 家島 世帯珊 及び家の保全

05.1.3 家具ー備品および床覆し噛)

05.2.0 世帯繊維 但D) )く

05.3.2 小さな電気的世帯器具 但D) ×

05,3.3 世帯最良の修繕 岱) ×

05.4.0 ガラス製晶,食卓用食器鼠 家庭器具 岱D) ××
05.5.2 小道具と愚見アクセサリー 岱D)

05.6.1 非耐久世帯財 (氾) ×

05.6.2 家庭内サービスと世帯サービス (S) ××× × ×

7 輪送

07.2.I Ail人の垢鵬 のスペアバートとアクセサ9-LSD)

07.2.2 傭人㈱ 料と潤滑油 (ND) )く

07,2.3 個人輸送僻 の陳全と僻 (S) ×

07.2..I 個人臓 器に関する他のサービス ×Jx

9 レクレーションと文化

咲).3.3 庭.植物と花

12 雑品とサービス

12.1.3 個人サービスのための他の小器具.品物と魁晶 (ND)

12.3.2 他の個人的動産 ×

12.5.2 住居に関わる保挨
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タは入手できない｡

98 したがって,どの国でも使用可能な割り当ての詳細 リス トを作成することは不可能である｡

各国がCOICOPの項目を通じて,割り当てを決定しなければならない｡家事をしている人々

は,生産過程で使い尽くされるか変形される原料についての暗黙の知能の重要な源である｡

家計データ (拝細レベル)と4桁 レベルの COTCOPは,それらの生産物の数量と価値につ

いての情報を与える｡

99 主要なアウトプット/基本的槻能による中間消費-の生産物の配分は表4に示されている

(これはHollowayandeLa12002から引用した例である)a

lOO 輸送が主なアウトプット,あるいは支援的活動とみなされるかどうか次第で,輸送につ

いての支出は,鳴送あるいは他の主要なアウトプットに配分され うるo

lOl 世帯が使用する市場サービスが中間消費に含まれるべきかどうかの問題は.もっと綿麿

に検討される必要がある｡COCIPにおいては,家庭内サービスは,支払いを受けた家事使

用人.すなわち,庭師,ベビーシッター.執事.掃除人その他として働くために雇われた者

によって生産されるサービスをふくむ｡これらは,世帯生産に中間消費として含まれる｡車

柄サービス.洗濯機修繕,その他といった固定資産の維持のために購入されたサービスもま

た中間消井に含まれる｡他のサービス.例えば,家庭外での子どものデイケア,ドライクリ

ーニングあるいは靴屋のサービスは最終消費に配分される｡しかし,分析目的のためには,

世帯が購入したサービスの量と,彼ら自身が生産したサービスとを比較できることが重要で

あろう｡これは,世帯の基本的機能にしたがっての最終消費におけるサービスのグループ分

けを必要とするだろう｡

102 国民世帯生産を分析するためには.国民最終消費データが必要である｡簸つかの国にお

いては,家庭内の消費データは,COICOP分類によって入手可能であり,国民消費に到達す

るために,唯一の全体的網垂が行われる｡この場合,観光サテライ ト勘定から得られた情報

が,網並一外国にいる居住者の消斉の加算し,COICOP分類による非居住者の消費を減算す

る-を推定する助けとなろう.

103 中核国民勘定における最終消費もまた.施設世帯の消費をふくむ｡施設に住んでいる人々

は,その世帯生産が大きくはないので,HHSAから除外することを受け入れるなら,その消

費は最終消弁に残り.中間と最終消費の間に分割されるべきではない0

5.2.2 固定資本形成
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104 一般的定義に従えば.固定資本は.機械,設備,建物,あるいは少なくとも 1年以上数

年にわたる会計年度にわたって,生産において繰 り返しあるいは継続的に使用される他の構

造物といった脚定梁塵が大部分である｡COICOPによってそういうものとして区分される耐

久消費財に関しては,役に立つ年限は通常は 1年以上であるoLたがって,世帯生産の見地

においては.それらは固定資産と考えられるべきである｡

105 世帯においては.以下のタイプの固定資産が区分されるべきである｡すなわち,住宅,

他の建物.機械と股博.である｡ときとしては耕作された資産.例えば.木や家畜もまた考

慮されるべきである｡

106 世帯における固定官本は,世帯労働の生産性の変化を理解する際の重要な要因である｡

企業におけるように.世帯における資本財の量の増加は生産性の潜在的増加を意味する｡い

くつかの織枕は.ほとんど総ての世帯で一般的に利用されているので.生産性-の他よりも

より大きな影響をもった｡自動洗濯機,皿洗い稚.亀子オープンは,家事労働に人々が賛や

す時間曇を明らかに減らしてきたが,アウトプットは変化 しないかむしろ増加する家庭用晶

の例である｡

世帯生産で使用された固定資本

107 固定資産と中間消井の間の境界線はSNAにおいては明確化されており.｢高価ではなく.

比較的単純な作業をするのに使用される小さな道具は.そのような支出が定期的に行われ.

機械や投偶の支出と比べて非常に′ト額のときには.中間消費として扱うことができる｡しか

し,そういった道具は提供者の耐久財のス トックの大きな部分を占める国においては.それ

らは固定資産として扱ってよい｣(SNA6.158)｡ESAは固定安産に500ECU (1995年価格

で)価格境界をdlいている｡この間値がHH生産の場合に低められるべきかどうかは,輪議

の対象とされている間塩である｡

108 世帯は.ソースバン,食卓用金物,食器類,世帯のリンネル頓.庭道具,かなづち,のこ

ぎりその他のような同定資産として代表的に使用する大多数の器具と用具を持っている｡そ

れらの耐久期間は幾年あるいは数 10年である｡それらの器具と用具は.合計頓がかなり大

きいとしてt).少しずつ購入され,どの時点であれ単一の耽人は,価格や数において纏めて

小さい｡SNA ガイ ドラインに従えば,これらの器具と用具は.中間消資財とみなされてよ

い｡

109 タスクフォースは,資産価格のいかんにかかわりなく.世帯生産目的のための固定資産

として何を含めるかについて判断する出発点として.COICOPによって定義される消井財を

使 うことを提案している｡耐久財と主要なアウトプット-のそれらの配分のリス トが表5に

示されている｡また,HHSAから除外された耐久消費財もリス トされている｡
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衣5 世肺胞久肘

CoⅠCOP分知 t杜柿耐久財 Ll三併/所イ)- 1;-占 1J-才佃'# 女Ill 被ln ケア 輸逮

5 'klt.粍肺汝や及び家の保全 * × ×××× ×××× ×× ×

05.I.1 某ltと傭品(D)

05.I.2 カ'-ペ ットと家具 (D) *10(ー ××

05.3.1 屯気的 .Jt:屯気的な主要世帯農具 (D)

05.3.I.I 冷厳雄.到氷器.冷蔵 .製氷鴇 (D)

05.3.1.2 披限洗iぷ織.披限乾燥抽 (D) 100

05.3.I.3 加熱川刑Pj!器姑 (D) 100

05.3.1..I 恨Dl地米lt.エアコン 100

05.3.1.5 柵締器11-(D) 100 ×××

05.3.1.G 拙擁 .紬み物器 (D) 100

05.5.I 主なiEll..抽器 (D) 100

06.1.3 紬嬢川姑.織器 (D) ***
7 輸送

07.1.1 日動岬(D)

07.1.2 モク-サイクル (D) ** ×

07.1.3 11転I托 (D) ** ×

07.1..I 動物が牽く解柄 (D) **0

8 油li亨

08.1.2 78訪.屯は器

9 リクレー-シコンと文化

09.I.1 音炎と絵師の受け取 り.記録と再生産の器具 (D)

09.1.2 7j共及び映写篇且と光学計器 (D) 0

09.1.3 f#稚処声把雑姓(Ⅰ)) *

09.2.1 アウ トドアの レクレーション用主要な耐久財 (D) 00

09.2.2 ･.楽器と戸内 リクレーション用耐久財 (D)

12 推多な神苑とサー ビス

')世維Il:_席に'hJり当てられたこれ らの財のパーセンテージは.同によって追 う.,

'')輸送が.壮柵.允叫,検札 ケアとボランティア活動を支える活動 として蜘7i:されるなら,日動堰

と他のdt榊は.これ らの織能のすべてに部分的に割 り当てられるべきである｡
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110 世帯生産に配分されない世帯耐久財は最終消女に分類されるだろう｡世帯生産と非生産

活動 (レジャーのためのポー ト他)の両方に使われるこの耐久財は,固定資本と最終消費支

出に分割されるべきであり,これによって,固定資本の消費は.耐久財が世帯生産のために

使われる程度に応じて計算されるだろうし,当初の支出の残りは,最終消斉に配分されるだ

ろう｡これは,SNAの実践と同一である (SNA9.48)a

lll 代替的方法は,世帯耐久財の全体について固定資本の消費を計井して.世帯生産の関連

する部分と固定資本の消費の残りを,最終消費に割り当てることであろう｡この実践の根拠

は,世帯の r現実の｣消費の尺度により近づくことであろうo Lかし.タスクフォースは,

その実践がSNAと一致しないので,支持していない｡

5.2.3 固定資本の消費

112 固定資本の消費は生産コス トである｡一般的にいえば.会計期間中の,固定資産のス ト

ックの経常価値の減少として定義できるだろう.価値の減少は,物理的劣化,通常の陳腐化,

あるいは通常の偶発的損傷の結果であろう (SNA6.179)｡

113 r恒久棚卸法JすなわちPIM (PerpetualInventoryMethod)は,固定資本の消斉の価

値を推定する目的で広く国際的に使われている(OECDの資本測定マニュアルに詳細が示さ

れている)0 PIM はまた,世帯生産の脈絡の中で使われ.勧告されてきた (Scharerand

Schwarz1994,Blades1997)｡

114 住居はSNAとESAに含まれてきた自己の最終使用のためのアウトプットの生産に関連

する消斉者世帯の唯一の固定資産である.事業家としての世帯に関しては,他の固定資産が

ありうる｡したがって,以下の論議は住居にはかかわらない｡国民勘定の推定値が使われる

はずだからである｡

115 PIMが固定資産とみなされる世帯耐久財に適用するためには,以下の情報が必要と.され

る｡すなわち,各年の資本形成の価値,耐久期間,そして固定資産価格の変化.である｡

116 各年の資本形成｡固定資産の認定が必要とされるO世帯生産で全都あるいは部分が使わ

れる物財のリス トが描かれるべきである｡部分的にだけ使われるものの価値のシェアが示さ

れるべきである｡われわれの示唆は表5に示されている｡このリス トに含まれている物財の

購入に関するデータは,COICOP分類を使っている国民勘定に見ることができる｡追加的情

報は.ほとんどのヨーロッパ諸国で定期的に実施されている家計調査から得られるだろう｡

117 耐久期間｡耐久期間に関する情報は.多様な源泉から得られる｡すなわち.研究機関,
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器具の生産者,卸売業者,世帯の器具を修繕する企業,である｡固定資産の価格の変化は,

消費者物価指数の関連する項 目あるいは国民勘定からの適切な価格指数を使 うことで雑得

できるだろう｡資本消女のモデルは,資産価値が耐久期間にどう減価するかを叙述する.

118 経済的価値の減価を計算するのに共通 して使用される二つのモデルは,塊何学的と直線

的減価モデルであるQ競何学的モデルにおいては,価値は絶対値で,耐久期間の初期の期間

により大きく低下し,その後緩やかに低下するが,資産の初期の価値は消耗 し終わることは

ない｡直井モデルでは,価値の一定量が各年に減少し,財は,ス トックから取り消されると

きにゼロになる｡世帯耐久財に関しては,後者のモデルがより適切であろう｡というのは,

世帯財は通常.それらが破壊されるか入れ替えられる迄,その全能力で役立つからである｡

119 ほとんどの国で使われているモデルは,耐久期間は時間の経過の中で不変であるとの仮

定から出発するが,最近は.耐久期間の減少 (年につき 0.5%)という仮定が幾つかの国で

適用されている｡

5.3 税と補助金

5.3.1 生産-の税

120 税は強制的であり,制度単位によって政府単位に対 してなされる現金あるいは現物での

一方的な支払いである｡それらは政府が支払いをする個別単位に対して見返えりに何も提供

しないので一方的と記述される｡もっとも政府は,税で獲得 した資金を,個別的あるいは集

団的に他の単位に対して,あるいは社会全体に対して,財あるいはサービスを提供するため

に使用する (SNA7.48)｡

121 国民勘定においては.世帯は生産者とみなされていないので.世帯が支払 う税は,所得,

富その他-の経常税の下に記録されるぅしかし,HH生産の脈絡では,それらの税のあるも

のは.生産-の税と考えることができる｡しかし,それらは,世帯生産の場合には,特に大

きいとは見えない｡

122 生産と抽入-の税は,生産物に対する税と生産に対する税からなる｡生産物-の税は,

世帯生産のアウトプットは販売されないので関係はない｡生産に対する他の税は.企業が生

産したか販売したかをした財とサービスの数量あるいは価格にかかわりなく,生産に従事 し

た結果として受ける (ESA4.22)｡それらは特に,以下のものをふくむ｡すなわち.a)(住居

の自家所有者をふくめて)企業が生産において利用する土地.建物,その他の構築物の所有

あるいは使用-の税.および b)生産目的のための固定資産 (車両.機械.設備)-それらの

資産を所有していようが借りていようが-の利用に対する税 (ESA4.23)｡tIHSAではHH

生産に対する他の税と考えられているHHが払 う経常税を確認することが必要である｡

-39-



123 雑多な経常税(SNA8.54)は,あるライセンスを雅得するための世帯による支払いをふく

む｡すなわち,車頼,ボー トあるいは飛行機を所有あるいは使用するライセンス,および狩

猟,射撃あるいは釣りをするライセンスのための個人あるいは世帯による支払いは,経常税

として扱われる｡再度,それらの税のどれが HHSAの目的のための生産-の他の税として

再分類される必要があるかをチェックすることが必要かもしれない｡

5.3.2 生産-の補助金

124 補助金は,政府あるいは EUの制度が居住生産者に対して,生産の水準,生産の諸要素

の価格あるいは貸金に影響を与える意図の下になされる経常的な一方的な支払いである

(ESA4.30)O補助金は,その営業黒字-のその影響が生産-の税とは反対方向にある限り,

生産-のマイナスの税と同等である(SNA7,71)｡

125 補助金は生産物-の補助金と生産-の他の補助金に区分される｡生産物-の補助金は世

帯生産に関わらないっ生産-の他の補助金は居住者の生産者単位が生産に従事する結果とし

て受け取る補助金からなる (ESA4_36)G

126 中核的勘定においては,補助金は最終的消費者に対しては支払われないし,政府が消費

者としての世帯に対して直接的に行 う経常的移転は,社会的給付として扱われる｡世帯が世

帯サテライ ト勘定において生産者として扱われるとき,生産に従事した結果として生産者が

受け取る補助金に対応する社会的移転は,補助金として記録されるべきである｡それらは,

子どもと高齢者,病人,障害者その他に対して.彼らを施設に連れて行く代わりに.家庭で

ケアをする家族に支払われた社会的移転をふくむDそれらは,生産とのつながりなしに支払

われる社会的移転と混合されるべきでないO例えば子どもの数に応 じて支払われる児童手当

ては上述の補助金には属さない.補助金は現実の生産と関連 したものであるべきであるOこ

れは,例えば,政府が提供する育児機会を使わない家族が,家庭でのその子どものケアに対

して支払われるいくつかの国の場合である｡これは,政府が育児の支出のほとんどを支払い,

親がその一部だけを支払うからであるD

6 生産と所得の発生勘定 :アウトプット法

127 タスクフォースは.アウトプット法の詳細に関する深い討議をする時間を持たなかった｡

しかし,英国でなされたアウトプット法を使って HHSAを作り出す最初の試みは,あらゆ

る討議の出発点になると確信されている｡この試食的実行は,アウトプット法の理絵的.莱

践的(AIJ面-の沢山の価値ある洞察をもたらし,一層の前進をはかるために国際的レベルで論

議される必要のある幾つかの問題の確認を可能にした｡方法の完全な叙述は,llolloway
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et..al(2002,http://www.statsit･ics.gov.uknlhsa/downloads)に見出すことができるo

l28 アウトプット法における最初のステップは,世帯が各基本機能のもとに何を生産するか

を規定することであるP,これの実施に使われる合計のレベルは,各分野で入手可能なデータ

出所に大きく依存する｡たとえば,住居サービスの提供は家/アパー トのタイプにしたがって,

そしてそういった詳細までの情報を入手できないなら,住居調査および支出調査からの平均

値-すなわち,平均室数に住居総数を乗じる-を使って規定することが可能だろう｡同じよ

うに,大人と子どもの両方に対するケアの異なるタイプを規定できるし,あるいは.ケアを

与えた子どもと大人の数を,彼らが受け取ったケアのタイプを特定することなしに,測定す

ることだけが可能かも知れない

129 家庭で生産される財とサービスの性格は,市場で生産される財 とサービスの性格と本来

的に異なるB世帯生産を評価するために市場での多様な晶質を反映する平均市場価格を使用

することは,市場に見出される晶質の範囲は,世帯内で見出される晶質の範囲と同じである

ことを暗に仮定している｡英国の HHSAは,晶質の調整のためには,この作業が極端に徹

詳細なデータを使用する作業なので,何も企てなかった｡また世帯生産を選択するための非

経済的理由を評価 しようともしなかった0

130 その目標は,最も近い市場同等物を見つけ出すことであるCアウトプットと価格の情報

の区分がより大きければ大きいほど,より優れた調整をほどこした評価になろう｡アウトプ

ット法は,結合生産活動の生産物を別々に評価することを可能にする (すなわち,子どもの

世話をしながらアイロンかけをすること)｡これは,二つの区分された生産物-アイロンか

けをされた繊維品とケアをされた子どもーのいずれも,市場によって供給されるなら,別個

に支払いを請求されるからである.｡

131 アウトプットデータの源泉は決定的であり,既存の調査の範囲あるいは追加的調査を行

う意思次第で,国によって大きく異なる｡また,時間使用データが,特に全世帯について収

集されているなら,このデータからのエピソー ド情報を使 うことも可能である (HaⅣeyand

Mukhopadhyay,1996)O異なる国における可能性を評価するために,これは将来の研究のた

めの実りある分野である｡後者の選択肢は,代替的なデータ源の利用可能性とはかかわりな

く.国際的に適用できる可能性が最も高いようにみえる｡

132 一層の研究分野は,市場調査データの使用である｡これは,世帯の会計士が関心を持つ

問題をとりあげることが多いが,統計家や国の会計士が直ちには受け入れないサンプリング

法を使用している可能性がある｡研究はまた,異なる世帯タイプに関するアウトプットとイ

ンプットの関係に立ち入ることが必要である.っこれは,アウトプット法によって獲得された

結果の分類を可能にし,時間使用調査からアウトプットデータを獲得する一層の方法をさし

示すかもしれない⊃
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7 他の勘定

133 生産 ･所得の発生勘定は,世帯サテライ ト勘定システムにとって決定的であるOサテラ

イ ト勘定の目的のために,中心的 SNA枠組みの概念に対して幾多の修正が行われてきた｡

すなわち,生産境界が広げられた,労働の価値は直接的あるいは残余によって帰属計算され,

そして消費の概念が修正された.すべてこれは,世帯生産の価値をもたらし,これはそれ自

体で重要な達成である｡しかし.生産勘定は,勘定システムにおいて孤島ではなく,勘定の

つながりにおける他の勘定-の源泉であり出発点である｡これに続いて,生産勘定に加えら

れた変更が,このシステムにおける他の勘定の対応する変更を必要とする｡これらの変更は,

消費,可処分所得および富についての勘定に最も明確に反映している｡以下の論議ではそれ

らの勘定に対してなされるべき変更を考えるD

134 今日まで,バスク国だけが,勘定のつながりを作成し,世帯の拡大最終消費と世帯の粗

固定資本形成を報告した (PradoValle2000)｡また,拡大民間消費に関するブルガリアの

データに基づいての計算を参照されたい (Goldscmidt-Clemont2000)｡

7.1 世帯の稔可処分所得

135 国民勘定において,可処分所得は部門の第一次所得+経常移転の純差額の合計として定

義されるO世帯は,その可処分所得のすべてを消費するかもしれないし,あるいはその所得

の一部を貯蓄に残す｡消斉はまた.世帯の可処分所得を超えるかもしれない｡この場合,世

帯は借金するか,現金を求めて資産を売るだろう｡

136 可処分所得は現金だけからなるわけでないO自己使用のために生産された財とサービス

の帰属価値はこの勘定にふくまれるので,このことは,これらの財とサービスの価値もまた

所得として計井されることを意味する｡同じように,物々交換によるか,現物の社会的移転

を通じて獲得された財とサービスの価値もまた,可処分所得に含まれる｡便宜的に,こ.の所

得は関連する財とサービスの移転が現金を使用して行われるかのように,帰属消費として扱

われるだろう｡しかし,それらの場合には,所得が消費のためにどう使用されるかに関して

制約をもつ ｡すなわち,世帯は自己消費のために生産された財とサービスを消女するだけで

あり,他の商品を消費する選択は持たす,ある意味では所得をそれらの特別な商品に費やす,

からである (SNA8.13)｡これらの制約は自己の最終使用のために世帯によって生産される

アウトプットのすべてに適用される｡

137 以上を基礎にして,たとえ関連する所得が世帯自身のために生産しただけの財とサービ

スに費やされたとしても,世帯生産の帰属価値は.世帯の可処分所得を増やすと考えること
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ができる｡続いて,この所得はボランティア活動の部分を除いて,世帯生産の純付加価値と

等しい8｡原理的に,ボランティア活動の価値は,可処分所得から減 じられて,したがって

世帯は関連する生産物を自らのためには購入 しないが,それ らは他の制度的単位と世帯に利

益を与えるoしかし,計井は国家経済全体に関係するので,利益が部分的には非営利団体を

通じて来るとしても,ボランティア活動から便益を享けるのは実際にまさに世帯であること

が仮定されるだろう｡個別的レベルでは,便益はボランティア活動を行 う同じ世帯によって

は受け取られない｡上の項 目は,表の形では以下のように集約することができる (Lutzel

1996)｡すなわち,

SNAにおける可処分所得の定義

営業黒字/混合所得

+雇用者報酬

+財産所得

+経常移転所得

-受け取られた所得

一所得,富,その他-の経常税

一雇用主の社会保障寄金

一被用者の社会保障寄金

一他の支払われた経常移転

-可処分所得

+現物社会的移転

-調整された可処分所得

サテライ ト勘定において

調整された可処分所得

+世帯生産の付加価値 (国民勘定にふくまれていない限りで)

-拡額可処分所得

138 可処分所得勘定の利用において,例えば,現物の社会的移転は,病院あるいは学校によ

って世帯に対して生産されたサービスの価値を含んでいる｡可処分所得総額は,綱車された

可処分所得総額に,世帯生産の純付加価値を加えて獲得される｡

7.2 世帯の最終消斉総額

139 世帯生産は,最終消費のための生産物のアウトプットの源泉である｡国民勘定において

8 中間消費と資本消費に費やされた弁解は総アウトプットから差し引かれなければならないD
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は.世帯の最終消費は.アウトプットのごく一部をとりあげるに過ぎない｡すなわち,SNA

は自家生産をとりあげていた｡また,アウトプットの落とされた部分をふくめるためには,

最終消費の再分類のために.調整が必要になる,以下のつながりは.世帯の最終消費のため

の改定された式を叙述 している9っ

SNAにおける消費

世帯の最終消費支出

十一枚政府の個別的消賛支出

+NPISllsの最終消費支出

=世帯の美辞の最終消費

サテライ ト勘定においては

世帯の実酸的最終消費

一世帯生産における消費者耐久物-の支出

一中間消費-の支出

+自己の最終使用向けの世帯生産のアウトプット (国民勘定には含まれない限りにおいて)

=拡張世帯最終消費

140 最終消欝についてのSNA概念もまた,財とサービスの中間消費と世帯生産において使わ

れる資本財を含む (住居については例外として)｡サテライ ト勘定において,これら-の支

出は.最終消費から減じられ,後者が国民勘定によって既にとりあげられていない限りにお

いて.世帯生産のアウトプット総計が加えられる｡これは,世帯の最終消雷総計の価値を与

える｡

IJIl もうひとつの可能性は,LntZelの最初の概念に従い,rレジャーJ用の世帯耐久財の消費

を.その支出の代わりに最終消費にふくめる,これは,消費により近く.支出概念には近く

ない拡大世帯消貴のより意味のある総計を与えるだろう｡しかしこれは.SNAにおいて使

用する手挽きではない｡

7.3 世帯の貯蓄

142 貯蓄は.最終消貴が可処分所得から減じられるときの残余分顎である｡HHSAにおいて

は.資本財に費やされる貨幣の量は,世帯最終消費から除外され.これは貯蓄のシェアをひ

きあげる｡

出且

9世帯生産に使用されたもの以外の耐久財のシェアを除外することによってLtltzol(1996)から採用｡
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実最終消費総額 (HHSAからの)

貯蓄 (残余)

監匿

調整済み可処分所得総額 (HHSAからの)

世帯の年金ファン ドリザーブにおける純エクイティにおける変化の調整

143 世帯の富は年初と年末でのバランスシー トに示されている.⊃世帯生産においてあるいは

最終消費に使用される世帯耐久物はこれらのSNA勘定にはふくまれない｡世帯サテライ ト

勘定においては,この変化は資本勘定に以下のように示されるだろうO

資本勘定

資産の変化.すなわち

P,51 粗固定資本形成

P.511 取得マイナス有形固定資産の処分

世帯生産に用いられる世帯耐久の取得マイナス処分 (HHSAから)

P.512 有形固定資本の取得マイナス処分

P.513 生産されない非金融資産の価値-の追加

Kl 固定資本の消費

世帯生産における世帯耐久財の消費 (HIISAから)

P.52 在庫の変化

P.53 耐久財の取得マイナス処分

K,2 生産されない非金融資産の取得マイナス処分

B9 純貸し出し/純借 り出し

借入金と純資産の変化,すなわち

貯蓄,純学 (HHSAから)

D.9 資本移転,受け取り可能

D.9 資本移転,支払い可能

7.4 勘定の提示

7.4.1 生産と所得の発生勘定

144 生産勘定の提示は評価法に依存する｡世帯生産の構成物は,表 6に会計規則を明らか

にするために各構成要素に付与された仮説的数値を伴ってリス トされている｡表6は,イン

プット法の構成要素を説明している.っアウトプット法の例は,Hollowayet.al(2002)に叙述

されているとおり,英国のONSによる世帯サテライ ト勘定にみることができるL,

145 世帯生産の構成要素は,労働費用,生産に対する税マイナス補助金,固定資本の消費
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と中間消費であり,すなわち生産コス トである｡最初の行は,家事から生じる労働*用を示

す｡次の行は,家事労働から生じる労働費用を示す｡以下の行はSNA/ESAに対応する勘定

に属する項目の生産 (所有者･占有者によって生産される世帯サービス,住宅建設,自己使

用向けの農業生産と狩猟,漁業その他)を示す｡これらは.市場価格に基づいて評価される

ので,数値はまた営巣からの混合所得をふくむ｡

146 これら費用と税の合計マイナス生産-の補助金は,純付加価値である｡資本消貴がこの

数字に加えられると,これは租付加価値である｡これは,国民勘定の主要指標,すなわち,

GDPと比較できる数字であり,次にGDPの割合としての世帯生産の大きさの判断を可能

にする.

147 アウトプット行は.基本的機能による総生産額を示しており,この額は,粗付加価値に

中間消費のシェア,例えば原料の消費,を加えることによって獲得されるO列は,ボラン

ティア活動とともに基本機能によって,世帯の自己生産を示しているO基本機能の各々は,

別々の列に示されているSNAと非SNAの生産的活動の両方からなる0

148 住居はサテライ トでは特別な扱いを必要とする｡r住居を提供する｣機能は,三つの部分

に分割される.というのは,自家所有によって生産される住居サービスは他の活動から区

分されてきたからであるOこの生産による付加価値は,資本-のリターンである大きな構

成要素なので,他の住居サービスとは異なる｡

149 住居-の投資は,賃貸住居と自家所有住居の両方をとりあげる1項目としてSNAにふく

まれている｡自家所有の住居に住んでいる人々にとって,その住居は投資であり,資本資

産であり,賃貸住居に住んでいる者にとってはそうではない (それは,所有者による資本

形成の結果である)｡借家人が支払う家貨は住居費用,すなわち,それが世帯生産に使用さ

れている限り生産コス トであるコ自家所有の住居に住んでいる人々は,家賃を払わなくて

済み,したがって国民勘定目的のためには.所得はその推定家賃に対応するものに帰属計

算される｡それらは自己のために世帯サービスを生産するQ世帯サテライ ト勘定にB.いて

は,家賃と帰属家賃は同じ方法で扱われるべきであるOすなわち,両方とも世帯生産の異

なる機能における生産コス トとして計井されるべきであるOそうでなければ,貸貸および

自家所有住居の数の違いは,異なる国の間に生産量での相違を生む原因になるだろう
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表6 世帯生産･所得創造勘定の構成要素

住居の鍵供 食事の提供 衣月臣の提供 ケアの提供 ボランティア活動 合 計

詳細 自家 所有家 屋のサ ービスSNA 他 のSNA 非SNA SNA 非sNA SNA 非SNA SNA 非SNA SNA 非SNA SNA 非SNA 合計

労働の価値雇用者報酬自家所有家屋のサービス住宅建設自己使用の農業生産.漁業.狩猟他生産-の税生産-の補助金 60 1200 100I 030 500 0 300 0 200 0 10 012600300 111000001-2 11101260031-2

純付加価値 60 12 101 3 500 00 300 00 198 00 10 75 1109 118̀1

固定資産の消費 20 0 10 2 25 10 10 2 22 57 79

租付加価値 80 12 111 5 525 310 208 12 97 1166 1263

家庭内サービス 15 24 7 6 3 0 1 5 2 0 5 0 13 13

他の中間消費 25 180 10 20 50 240 290

中間消費 15 24 32 6 183 0 ll 5 22 5 50 253 303

アウトプット 95 36 143 ll 708 0 321 5 230 0 17 147 1419 1566



7.4.2 拡大世帯勘定のつながり

150 表7と8は世帯生産のつながりとそれが SNA の世帯生産とどう結びついているかを示

している｡表の構成は,仮定数値は表6 (インプット基準の生産 ･所得の発生勘定)とつ

ながりを持つが,インプット法とアウトプット法の両方にうまく着用されている｡

151 表 7では,世帯生産のサテライ ト勘定は,SNAに示されているように世帯生産のつなが

りに総合されてきたD｢SNAによる世帯勘定｣列の数字は,SNA出版物の表 A.V.6の数字

に対応 しているっ

152 この表は.生産勘定,所得の発生勘定と資本勘定のためだけに機能別に分割された世帯

生産を示しているd世帯生産は,制度的単位としての世帯の経済活動の一都だけをとりあ

げているので,機能別に所得と支出勘定を示すことは意味がない,r調盤｣列は,勘定のつ

ながりにおいて個別の取引きが,生産境界を拡大して世帯生産をとりあげるときに,どれ

だけ変化するかを示すために含まれている｡

153 生産勘定と所得の発生勘定では,調整列は,SNAに定義されているように世帯の非市場

生産を示す｡列における数字は,これらの活動が世帯生産の一部として再分類されてきた

ために,マイナスである,表 6におけるように,自家所有が生産する世帯サービスは.也

の ｢住宅を提供する｣活動とは別個に示される｡

154 世帯生産のアウトプットは,ここに示された例における費用の合計として測定される｡

農業生産物と住宅建設の自家生産については.市場価格が使われる｡自家所有によって生

産されるそれらの活動と住宅サービスからの所得は,所得の発生勘定における営業黒字/混

合所得の列に記録される｡

155 世帯が支払 ういくつかの税は.生産-の税とみなされる｡それらは,所得発生勘定にお

ける生産-の税として記録される｡バランスをとる項目は所得の二次的分配勘定の使用側

での経常移転のマイナスの調整として記録されるd対応 して,世帯が受け取るいくらかの

便益は,補助金として再分類され,所得の二次分配勘定の資源サイ ドに現れる｡

156 上の勘定,調並可処分所得使用勘定における数字は,生産勘定と所得の発生勘定の数字

から自動的にひきだされている｡注目に値することは,可処分所得使用勘定において.個人

消費支出のための調整は,世帯生産のアウトプットマイナス中間消費と固定資本形成に再分

類されてきた世帯消費支出の部分からなっていることである｡

157 (純)貯蓄の結果的増加は,粗固定資本形成と固定資本消費との差の増加に等しい｡世帯
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生産の統合は.世帯の純貸し出しを不変のままに残す ｡

表8は,世帯生産とSNA世帯勘定についてのSNAと非 SNAの区分を示す表 7を単純に

要約している｡

7.4.3 全経済の一郎としての世帯生産一供給一使用表

158 自己使用向け世帯生産と市場生産の間の相互関係は,供給-使用表(表9)で税明されてい

る｡この表は,同じ枠組みの中で,市場生産物と自己使用向け生産物.CPC分類による市場

生産.および主なアウ トプット/基本槻能による自己使用向け生産物の供給と使用を示してい

る,この表はSNA表 15.1の構造に従い,そして市場生産と自己の最終使用向け生産に関す

る仮税的数値は.そこから競つかの修正を伴いながらとられている (例えば,世帯の最終消

費の一部は.非 SNAの中間生産と租資本形成に割 り当てられている)｡この値は,表 6.7,8

の値にリンクしている｡内部的中間投入 (この報告書の表2に説明されている)は.0と想

定されており.すべての世帯生産 (HHl･6)は最終消費に向けて使用されていると想定され

ている｡r世帯の自己生産｣の列は,世帯の生産勘定を示している｡それは,中間消費と機能

別の付加価値のシェアを示すために基本機能に再分割できる｡

-49-



養7 拡大世帯勘定のつながり
使用 責雷

合什､拡大世尊皇量 世帯生産 ■蔓 SHAl~よる需生産 取引とバランスを取るZJE] SNAによる世帯生産 ■曇 世帯生産 合計.紘大世帯生産
合I† 住居の提供 食雷の提供 衣tの提求 ケアの提供 ボランティア意義 林ランティア活動 ケアの縫義 衣kの擾慎 食事の擾供 住鼻の提供 舎什

1.269533一92 -I一一-7501710 238196 321 719300 503 17○113 9860 I,5661.184 2.6881.糾2492
756 1.110 1.876

150 150

1.367 1.110 2.一77

368 -2 388

1.164 1.to℡ 2173

228 228

1.154 1.109 2173

ll ll

生よbf斬徽鋼JJ走-JE粛+の{L)当て断糟の二次分Eb走I嶋断+の再E分tI定可処分簡胃の任用J)夏■I済み可処分所得の韓用bf霊木Jl定 947 303 15 58 189 11 27 5 -50 694アウトプット中仰;A徽

1.741 1.263 80 123 530 310 208 12 -97 575粗付加傷儀
99 ■柑 20 10 27 10 10 2 -22 42固定責本の消費

1.糾2 1.1糾 80 113 503 300 198 10 -75 533純付加儀儀純付加儀儀JF用青嶋酬1.149 1.122 0 112 500 300 200 10 -12 39
一 1 0 1 0 0 0 00 3生虚.嶋人への繊
-3 -2 0 0 0 0 -2 00 -1績勤義

492 83 ○0 0 3 0 0 0 1u 一92連用集札′濃倉新得運用余{/暴食断縛J用青嶋酬l
一一 41財産斬岬

2,477 1.110 1.387-次新得の/(ランス一次所縛のバランス一般的移転570 -1 571

2.273 1.109 1.18一2.501 1.109 1.392可畿分断岬可鼻分断嶋覆輪牡曇的輪転JIl書済み可亀分所嶋可亀分析7+4人iA貴支出年金基金の世帯の鍵
2.108 t.093 1.015

175 18 ー80エクイティの嚢化の講貯讐桝整可処分斬7I現実の義人iA貴年生JL*の世帯の韓エクイティの雷化のJI貯暮貯暮粗Eil定責本形成

2.306 1.0931.243176 16 160

134 116 38 15 33 15 15 3 -43 61

-99 -79 -20 -10 -27 -10 -10 -2 22 -42同定十本の綱責

2 2在庫嚢勤



表8拡大世帯勘定のつながり
任用 責篇

軍 - 桓 慧 塵 { ;,7%51.JIq整 障 取引とバランスを取る項目 卦 豊 tP;.7蓋 :鮒 芸等 可 - 恒 諾

生産鶴定所得儀勘定-次席7Bの8IL)当て所得の二次分配勘定競輪所得の再電分勘走可処分所得の使用勘定■-1EJrけ LJJ7uフ丁けー▼■tJJJt FFItIt■責本勘定 9一7 303 15 36 248 5 -50 694アウトプット中間講義 1.289 -117 17 1.402 52 96 1.586 2,688533 -75 10 1.099 15 60 1.184 1.642492 0 492

1.711 1.263 60 17 1.154 12 -97 575粗付加fF鐘

99 79 20 2 55 2 -22 42EEl定資本の諸費

1.642 1.184 60 15 1.099 10 -75 5331.149 1.122 012 1.100 10 -12 39韓付加節義縄付加鶴亀雇用者報酬

4 1 0 0 1 0 0 3生産.輸入への我

-3 -2 0 0 -2 00-1補助金

492 63 60 3 0 0 -63 49241 41運用余剰′混合所得運用余剰′混合所得
雇用者報酬 7581.110 1.876

財産所得 150 1501.3871.110 2.477

2.477 1.110 1.367570 -1 571一次所得のバランス一次所得のバランス

一般的移転 388 -2 3681.18一1.109 2.273

2.273 1.109 1.1642.501 1.109 1.3922.106 1.093 1.015175 16 1602.306 1.093 1.243176 16 160134 116 36 6 70 3 -43 61可処分所得可処分所得

現軸社会的移転明整済み可処分所得可匁分所得個人消費支出年*I*Q)世書の叫エクイティの*化の■■貯蓄調整可処分所得現実の世人消費年tJ;*のせ7Fの■エクイティのt化のJ■貯暮貯暮租Eg定資本形成 228 2281.1541.109 2.27311 11I.3921.109 2.50111 11160 18 17529 23

-99 -79 -20 -2 -56 -2 22 -42国定責本の泊貴

2 2在庫責勧

5 54 45 6貴重品の獲得マイナス処分

王JEeTLIJ-LlJF‡-JtJEtIJII■7.∫+7一れ令資本移転.受け取tJ可他

責本移転.支払い可能 6 - 5



傷t 一■■■′ヽ1=■-1Pでの稔供給-■ 蘭 集 .輸 出の マ ー ジ ン 生 産 へ の撹 ,純 項 帥 一主上もJFM 生.陣 幕.白鷺生産 輸入

CPCO JE雫.碑林およtFa蔓重度鴨
CPC1 鉱石.鉱蝿.t力.ガスと水
CPC21-25 食品,飲み鞠.とタ/(コ
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8 結論と示唆

159 このタスクフォースの作業の主な目的は,世帯サテライ ト勘定のEUの方法論のための提

案に向けて更なる前進をすることとであった｡さらに,この勘定の実際の作成と関連する問

題も取り上げるはずであった｡

160 タスクフォースは,種々の方法論的選択肢を討論し,インプット法とアウトプット法の両

方を考慮 したD主たる焦点は,世帯生産の貨幣的測定におかれたが,物的測定を使用する可

能性もまた取り上げられた｡

161 この報告書は,世帯生産のサテライ ト勘定の作成の方法に関するガイ ドラインを与えてい

る｡それは,サテライ ト勘定の範囲,および世帯生産活動に関する規定を示している｡それ

は,勘定の広さについての選択肢を与え,各選択肢の含意を強調 している｡それはまた,世

帯生産活動を主要生産物/基本機能にグループわけする選択肢を示し,中間消費と固定資本の

消費に関する勧告を示している｡最後に,この報告書は勘定をどのように示しうるか,中核

的国民勘定との統合を,勘定の全面的なつながりの下にどう示しうるか,市場生産と世帯生

産の間の相互関係を供給一使用表を使ってどう示 しうるかについて提案をしている｡

162 ガイ ドラインを示すにあたり.タスクフォースのメンバーが異なる意見を表明し.なお同

意に至らなかった場合には代替的選択肢が与えられている.)したがって,タスクフォースの

作業の結果は,最終的勧告とは呼ぶことはできない｡前進はあったが,一層の研究と国別の

経験が世帯サテライ ト勘定の作成のための調整された方法に向か う前進の過程で必要である⊃

163 タスクフォースは,世帯サテライ ト勘定についての作業を継続することを示唆しているの

であり,現在の結果はなお進行中の作業であるDこの将来の作業は Rurostatの調整のもと

に行われるはずであるO

方法に関する結論的意見

一異なる方法,インプット法,アウトプット法および物的尺度は,それらが同じ社会/経済的

現象についての異なる見地を与えるので.相互に補い合うものとみなされるOすべての方法

の実施と比較によって大部分の便益がひきだされ,洞察を得ることができる｡

一方法展開のこの段階で,アウトプット法とインプット法からの結果は,最大限の注意を払

って比較されるべきである (評価における違い,旅行vs輸送の概念,同時活動の扱い,アウ

トプット価格の信頼性に伴 う問題)
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一一同における分析の関心と利用可能な資源次第で,念願の度合いは連 う｡例えば.無償労

働のみの評価は,拡大された世帯の消費の計算を可能にはしない｡多くの作業を.追加餌桐

査雷用なしに.各国および国際レベルの既存の綱査 (調整済みTUS.EUレベルでの他の綱整

された綱査)を使用しておこなうことができる｡

研究上の示唆

一世帯生産のアウ トプット基準の評価に関しては一層の研究と経験が必卓である｡

-アウトプットの晶賞とアウトプット法におけるその珊定は,研究と方法の開発を必要とす

る大きな,かなr7未開拓の分野である｡選択された市境同等物が世帯生産物の平均的品賞に

どれだけ近似しているかを評価する方法の開発と,アウトプットの綱蕪された測定の開発は.

緊急に必要である｡

-アウトプットのデータの源泉は決定的に重要であり.既存の調査の抱囲あるいは追加的綱

査を行う意思次第で同ごとに大きく異なるだろう｡一層の研究のための実りある分野は,時

間使用調査一特にもしそれが全世帯について収集されているなら-からのエピソー ド竹報

を使用する可能性である (HarveyandMukhopadahyay,1996)｡さらに納軌 こ研究される

べき他のデータ源は.市場調査データの使用である｡これは.世帯の会計士が関心を持つ間

組をとりあげることが多いが,統計家や国の監査且が直ちには受け入れないサンプリング法

を使用しているものであろう｡

一異なる世帯のタイプに関するアウトプットとインプットの間の関係について研究が必要で

ある｡これはアウトプット法によって得られる結果の区分を可能にし.時間使用桐査からの

アウトプットデータを得る一層の方法を示すであろう｡

-アウトプット法 vsインプット法による世帯生産の評価に関する比較研究を強めるべきであ

る｡英国の作美は,この方向-の最初の,重要なステップである｡

一世帯生産の複雑性,特に生産性とアウトプットの晶質との関係での同時行動を明確にする研

究が必要である｡

一中間消費を主要なアウ トプット/基本機能-配分する客親的で固辞的に実行可能なルールの

開発に関して一層の研究が必要であるD

-自己使用のレジャーとリクレーションの生産は,世帯サテライ ト勘定を創り上げる次の分野

となろう｡これは,急速に開発されつつあり,市境等価物を持つ分野である｡
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付録 2

表2に関連 したTUS区分での分割の仕上げ

例は主としてフィンラン ドの時間使用調査を引用 している｡各国は仕上げにそれ自

らのデータを使用することができる｡

-TUS341ガ-デ ィ̀ニング:この活動を区分するヨーロッパの調整時間使用調査の試験

研究(NiemiandP急白kkanen.inVarjonenetal.1999)で検討されたDガ-ディニングを

世帯 (花造園,垣根の刈込み.芝刈 り)および食料 (野菜の生育)を50対50に分割 した｡

-TUS340特定しないガ-ディニングとペットの世話と呈生旦O他の特定されたガ-ディ

ニングとペットの世話は同じ仕方で扱 うことができるOフィンラン ドの時間使用調査

は,ペットの世話とガ-ディニングにTUS344,349と340に当てられた時間の1/2と1/

2を使 うことを示 しているoTUSの犬の散歩は,犬を散歩させる人の運動と考えるな

ら,残すことも可能だろうo

ITUS361買物 :時間使用調査(HETUS)において,買物は,消費財の購入 (毎日の食料

雑貨,他)と資本財の購入 (住居,辛,家具,世帯用具)-コー ド化することによっ

て分離できる｡フィンラン ドの時間使用調査は時間の約半分は,これ らの各々に使わ

れたことを示したO区分は時間使用データのより深い分析でできる｡ニュージーラン

ド統計局による研究においては,買物は,世帯に15%,食料に40%,ケアに10%に区

分してきたO

-TUS360特定 しない買物は361のように扱 うことができる｡これに使用された時間量

はわずかであるO

-TUS362商業的.管理的サービ大0時間使用データの分析は,これを分割する方法

に忠告に与えるDフィンラン ドの時間使用調査では,1日あたり4分をこの区分に使わ

れ,銀行,ドライクリーナー,ガソリンスタン ドその他といった現行の場所に含めた｡

-TUS371世帯管理は,支払い,食料購入の計画,食事をふくむ｡これは,住居と食

事に50対50で分割できよう｡世帯管理はフィンランドでは1日あたり2分であった｡

-TUS300特定しない世帯と豪族ケアは,住居,食事,衣服に区分できる｡フィンラ

ン ドの時間使用調査によれば,1日あたり1分がこの区分にコー ド化されたD
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付録3

英国の Ⅲ lŜ で使用されている配分 (HollowayeLa1 2OO2)

表 3. 位牌サテライ ト勘定におけるl牡牌最終消費支.Lll

COICOP分類 商品 中間消辛 最終消費 世帯資本

1 食料 と非アルコール飲料 × ××

01.1.1 バンと穀物 (ND)

01.1.2 内 (ND) ×

01.1.3 魚 (ND) ×

01.1,4 牛乳.チーズと卵 (ND) ×

01.1.5 油と脂肪 (ND) ×

01.1.6 果物 (ND) ×
01.1.7 野菜 (ND) ×

01.1.8 砂糖.ジャム､蜂蜜.シロップ.チョコレー トと菓子類 (ND) × ××

01.1.9 分類不能の食品 (ND) 〉く

01.2.1 コーヒー,茶とココア (ND) ××

01.2.2 ミネラルウオーター.ソフトドリンクとジュース (ND)

2 2 アルコール飲札 タバコとrttt典

02_1.2 スピリット(ND) ×

02_1_2 ワイン (ND) ×

02.1.3 ど-ル (ND) ×

02.2.0 タ′くコ (ND) ×

02.3.0 睡眠躯 (ND) ××

3 鼓fkと屑物

03_1.1 衣料 (SD)

03_1.2 衣服 (SD)

03.1.3 他の衣料品と.衣料アクセサリー (SD) ××X ×

03ー1ー4 衣料の洗濯.修繕.貨貨(S) ×

03_2.1 杜と他の放物 (SD) ×

03.2.2 Pl物の修繕と貸賃 (S)X ××

4 住居.水.亀力.ガスと他の然料

04.1.1 Ik素人が払った実際の家貨(S)

04.1.2 他の乗取の家賃 (S)

04.2.1 日暮所有者の帰島家賃 (S)

04ー2.2 他の林見家集(S)

04.3ー1 住居の保全と修籍向けの材料 (ND)

04.3.2 住居の保全と修繕のためのサービス (S) ×

04.4.1 水の桝給 (ND) ×

04_4ー2 廃物収集 (S) ×

04.4.3 下水収集 (S) ×

04ー4,4 分類不能の住居に関連する他のサービス ×

04_5ー1 屯力 (ND)X 〉く
04.5.2 ガス (ND)X ×

04.5.3 液体燃料 (ND) ×

04ー5.4 聞休燃料 (ND) ×
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家具備え付け.II三成･襲世と家屋の定常的保全

家具と家具伸え付け (D)

カ-ベットとTlいかけ (D)

家具の修繕.家Aの♯え付けと床にflいをかける (S)

世帯の耗物 (SD)

主な牡#妙見.砲丸的あろいは非屯泉htI(D)

小tk帯電気器具 (SD)

世帯器具の佳措 くS)

ガラス食茅.食器軒および世帯寡且 (SD)

主な道具と紋怖 くD)

/JtEな道具と種々維多なアクセサリー (SD)

世帯の非耐久財(ND)

専庭内サービスおよび世帯さ-ビス (S)

tEt簾

薬物製品 (ND)

他の医薬品 (ND)

博康器具 ･装dl(D)

医療サービス (S)

歯科サービス (S)

医療紳助サービス (S)

病院サービス (S)

7 積送

自動車 (D)

モーターサイクル (D)

自転車 (D)

動物牽引の車柄 (D)

偶人的頼送手段向け予備部品とアクセサリー (SD)

個人的輸送手段向け燃料と潤滑油 (ND)

個人的頼送手段の保全と修繕 (S)

値入的積送手段に関するその他のサービス (S)

鉄道による乗等の拍速くS)

適格による乗客の頼送 (S)

航空による乗客の輸送 (S)

梅や水臥 こよる乗客の嶋送 (S)

組み合わせによる乗客輯送 (S)

他の研人による頼送サ-ビス(S)

8 コミュニケーション

郵便サービス (S)

屯話と電侶装tK(D)

屯話と電惜サ-ビス (S)

リクレ-ションと文化

音声と絵面の受け取り.記録と再生産のための装置 (D)

写真と映両夢見と光学的装具 (D)

情報処理番長(D)

配線媒体 (SD)

×

×

×

×

X

X

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
×

×

Yハ

×

×

×

×

×

×
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自tb的ビジュアル.写Jは 上びT*ヰ処理器臭くS)

FI外レクレーシヲン向け主事耐久財 (D)

書*JIAと島内レクレーシラン向けit久肘 (D)

レタレ~シヲンや文化向けの也の主な耐久財の保全とtF* (S)

ゲ-ム､おもちゃおよびさ咲くSD)

スポーツ､キャンプおよび息外レクレーション向け削 ((SD)

応.什物と花 (ND)

ベットと関連生産物 (ND)

ベットのBt匡および他のサービス (S)

レクレーション･サービス (S)

文化的サービス (S)

帆 ナゲーム (S)

i (SD)

薪rLflと雑捲 くND)

雑多な印刷物 (ND)

文L*Aと絵師道具 (ND)

′(ッケージ休日 (S)

+I

初事的および初等鞍7F(S)

中■ttT (S)

ホ■ett (S)
レベルで規定できない軟7F(S)

レストラン トホテル

レストラン.カフェ.類似 (S)

tttS)

甘泊サービス lS)

Jt事IL肘とサービス

へTドレッシング店と中人グJt･-ミン〆事美所 (S)

中人ケT向けモ気用A (SD)

仙人ケT向けの他の用A.品物お上び加島 lND)

允書くS)

宝石.特机 折井時計 (D)

他の中人的装aE(SO)

社会的作JI(S)

生伽 t敗 (S)

は宅と繊びついた保検 (S)

ft水と結びついた保険 (S)

⇔送と臓びついた保険 (S)

他の棟換 (S)

FISMくS)

分gt不能の金息サービス.(S)

分gt不tの他のサービス (S)

×

×

×

×
×
×

×
×

×

×

×

×
×

×

×

×

×

×

×
×

×
×

×

×

×

×
×

×
×

×

×

×
×
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付錬 4 ドイツが示唆した割り当て (DieterSchafer)

COICOP分類 商品 中間消費 最終消費 世帯資本

1 食料 と非アル コール飲料 × ××

01.1.1 バンと穀物 (ND)

01.1.2 肉 (ND) ×

01.1.3 魚 (ND) ×

01.1.4 牛乳.チーズと卵 (ND) ×

01.1.5 油と脂肪 (ND) ×

01.1.6 果物 (ND) ×

01.1.7 野菜 (ND) ×

01.1.8 砂軌 ジャム､蜂蜜.シロップ.チョコレー トと菓子類 (ND) × ××

01.1.8.1 佐藤 ×

01.1.8.2 ジャム.マーマレー ド ××

01.1.8.3 チョコレー ト

01.1.8.4 菓子刺品 ×

01.1.8.5 食用氷とアイスクリーム ×××

01,1.8,6 他の砂糖魁品

01.1.9 分類不能の*品 ×

01ー2_1 コーヒー.茶とココア (ND) ××

01_2ー2 ミネラルウオーター.ソフ トドリンクとジュース (ND)

2 2 アルコール飲札 タ/<コと睡一反兼

02.1.2 スピリット(ND)

02.1.2 ワイン (ND) ×

02.1_3 ビール (ND) ×

02.2.0 タバコ (ND) ×

02.3.0 睡眠薬 (ND) ××

3 ♯JLとJI物

03.1.1 衣料 (SD)

03.1.2 衣瓜 (SD) ×

03.1_3 他の衣料品と､衣料アクセサリ- (SD) ×× ×

03.1.4 衣料の洗軌 住持.貨貸 (S) ×

03.2,1 靴と他のn物 (SD) ×

03.2.2 母物の俳*と算貸 (S)X ××
4 住居.水.t力.ガスと也の燃料

04ー1.1 借家人が払った実際の葉子(S)

04.1.2 他の実附の字書(S) X ×
04.2.1 自家所有者の特長家賃 (S) 〉く ×

04,2.2 他の柵Jt幕甘くS) × ×

04.3.1 住居の保全と俳繕向けの材料 (ND) × ×

04,3.2 住居の保全と一事縛のためのサービス (S) × ×

04.4.1 7kの供給 (ND) × ×

04.4.2 廃物収JL(S) × ×

04_4_3 下水収I(S) × ×

04.4.4 住居に関連する他のサービス.分類不能 × ×

04.5.1 電力 (ND)X × ×

04.5,2 ガス (ND)X × ×

04.5.3 液体燃料 (ND) )く ×

04.5.4 固体燃料 (ND) × ×
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辛AJえ付け.住居襲dlと家居の定常的保全

字Aと♯Adlえ付け (D)

カーペットとFlいかけ (D)

書Aの件礼 書Aの甘え付けと床にすいをかける (S)
世帯のJL牡 (SD)

圭/L仕♯JBA.t気的あるいは非t気的 (D)

冷JEdL.冷淡JI.冷i*･冷iE碓(D)

衣類洗I削t.衣類托煉抽 (D)

科Jg用こんろ (D)

+JT札.エTコン (D)

N一晩8t(D)

ミシンおよび4み也 (D)

他の主な世帯JSA (D)

小世帯t九番A(SD)

tB帯群AのIf* (S)

ガラス*臥 *器類および世帯券A(SD)

圭/LiIAと投■ (D)

小さなiIAとft々 Jt多/LTクセサリー lSD)

世帯の非il久肘(ND)

fdE内サービスおよび世帯さ･ビス (S)

■★

平助恥晶 (ND)

他の匹弗品 (ND)

i+*JfA･強EL(D)

匹♯サービス (S)

dr科サービス (S)

正♯h一助サービス (S)

れ耽サービス (S)

7 ●送

白thホ(D)

モーターサイクル (D)

自転+(D)

巾8*引のtR (D)

中人的■送手放向け千■九品とTクセサリー (SD)

中人的●送手段向け熊科とq71油 (ND)

仲人的●送手段の保全と修辞 (S)

個人的頼送手段に関するその他のサービス (S)

鉄iiに上る乗客の特送 (S)

ii臥 こ上る*客の頼速くS)

航空に上るt等の+逮(S)

ieや*恥 こ上る*書の⇔遠くS)

机み合わせに上る乗客●速くS)

他のUt人に上るG送サービス(S)

書 コミュニケーシヲン

弥便サービス (S)

t砧とtl書法El(D)

t桁とtはサービス (S)

×

×

×

X

X

X

×
×

×

×

×

×

×

×

×

×
×

×
×

×

×
×

×
×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
×

×

×
×

×

×

×
×

×
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商品

レクレーションと文化

音声と絵duTの受け取り､記録と再生産のための装置 (D)

写井と映画器具と光学的装具 (D)

情報処理欝A (D)

記録姓体 (SD)

自動的ビジュアル､写真およびf#稚処理甘A (S)

屋外レクレーション向け主要耐久財 (D)

音楽辞Aと億内レクレーション向け耐久財 (D)

レクレーションや文化向けの他の主な耐久財の保全と修繕 (S)

ゲーム､おもちゃおよび趣味(SD)

スポーツ.キャンプおよび屋外レクレ-ション向け装置 (SD)

丘,柾物と花 (ND)

ベットと関連生産物 (ND)

ベットの獣医および他のサービス (S)

レクレーション ･サー ビス (S)

文化的サービス (S)

賭けゲーム (S)

本 (SD)

新聞と識揺 (ND)

雑多な印刷物 (ND)

文房Aと桧両道具 (ND)

パッケージ休日 (S)

教育

初等帆および初等教育 (S)

中等教書 (S)

高等軟書 くS)

レベルで規定できない教育 (S)

レストラン トホテル

レストラン,カフェ､類似 (S)

AA (S)

宿泊サービス (S)

雑多な肘とサービス

ヘア ドレッシング店と個人グルーミング事集所 (S)

個人ケT向け電気用具 (SD)

個人ケア向けの他の用具､品物および勲品 (ND)

** (S)

宝石.時計､携帯時計 (D)

他の個人的装EK(SD)

社会的保線(S)

生命保険 (S)

住宅と鳥びついた保険 (S)

ヰ簾と頼びついた保険 (S)

積送と結びついた保険 (S)

他の操換 (S)

FISM(ら)

分類不能の金融サービス.(S)

分類不能の他のサービス (S)

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
×

×
×

×

×

×

×
×
×

×

×

×

×

×
×

×
×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
×

×

×
×

×

×
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訳者あとがき-班.ウオ ー リングの所 説 を参 照 しつ つ -

1 はじめに

I.この冊子はヨーロッパ連合統計局 (Eurostat)の UNIT-Elのタスクフォースがまとめ

た(2003)HouseholdProductJ'on aJ7dConsunlPEJ'oJ7-PTOPOSaJloraMethodology ol

HousehoJdSale/JJ'teAccountsを葡訳 したものである｡いわゆる無償労働の測定間鹿の一つ

の展開方向として,世帯での無債労働を,世帯生産勘定として SNAのサテライ ト勘定とし

て捉えて行こうとする動きがあるoEurostatのこの報告書は,特にこの方向での検討が比

較 的 活 発 な ヨー ロ ッパ の 統 計 界 で .英 国 ONS の HousehoJdSaLeJJJ'LcAccouDLs

(ExperJ'mentaJ)MethodoJoBy10とともに基準文献の一つと考えて,訳出することにしたO

以下では,まず 11で世帯生産勘定をめぐる論議の位置づけや検討視角を与える意味でマ

リリン･ウオー リングの見解を示 した うえで,ⅠⅠ世帯生産勘定と本冊子の内容にふれること

にしたい｡

Il. マ リリン ･ウオー リングの見解-SNA･サテライ ト勘定検討の-視角

(1988年の主張】

2. 世帯生産勘定は,国連の 93年国民勘定体系で示されたサテライ ト勘定のひとつとして

作成された｡これを基礎から検討する上での一つの大きな手がかりは,ニュージーラン ドの

MarilynWaring(以下 MW と略称)の一連の論議であるo

MW は.フェ ミニス ト経済学者 ･改治家･活動家として,政府統計特に国民所得統計にお

ける無償労働の無視に関して,1970年代半ばから 1980年代を通 じて長も包括的に,また執

鋤に批判を投げかけ,生産的および再生産的な無償労働に半解価値を付けるべきと主張した｡

彼女の主軌 L まず,M.Waring(1988,邦訳 199411)にまとめられたo

MW のこの最初の書物での主張の要点を訳者なりにまとめると.以下の通 りである｡①

sNAの中心概念 GNP/GDPは経済成長をはかること狙いとした尺度である,㊨)GNP.GDP

概念は.自然の破壊や軍事生産の拡大を成長としてみる,

③市境中心の概念であり,社会の存続を支える上で不可欠な女性が担 う無償労働を無視して

いる｡

lMWは4つの具体例をあげている｡第1例のジンバブェの少女テンダイは.朝4時に起きて早

朝に水汲みに行き.朝食後薪集めをし,朝食のあとかたづけと家族の昼食の坤柵.食事の後片付

けのあと.夕食用の野生の野菜をとりにいき,夕方の水汲みをし,夕食をつくり,弟や妹を寝か

しつけた夜9時に 1日を終える｡第2例は,アメリカ合衆国の中流家庭の若い主婦キャシイで,

細々とした家事全般に1日をさいている｡第3例の米軍の一員ペンは.有能で高度の技術を持ち.

10 sueHollowaySandraShort.andS8rahTAmplin･0lrlCeforNationalStatistics:ONS(2002)
HouseholdSatelliteAccount(Experimental)Methodology.翻訳 絹本美由紀釈(2005)rイギリス国家
扶計局 (ONS)一世帯サテライト勘定の(試験的)方法論](稀釈)r統計研究参考資料jNo.91
llMArilynW即ing(1988) IIII'omezlaLTL)EedIANet･･Fen"'J"'sERcoJ70mJ'cs.HarperandRow 邦訳
篠等英子他 (1994)r新フェミニスト逢済学j東洋経済新報社
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地下施設で核ミサイルの発射の命令を待機しつつ同僚とすごしており,同僚が発射命令を拒否し

た場合に.同僚を殺してでも確実にミサイルを発射させることを期待されているり第4例は,ボ

ン引きで,-ロイン中毒者であるローマのマリオである｡彼は定期的に贈賄を行うっこの4例の

うち.経済学は,ペンとマリオが働いており.テンダイとキャシーは働いていないする,という】｡

④GNP/GDP産出の基礎になるデータ源はかなり脆弱である｡農業センサス,労働力調査を

調査票についてとりあげ,女性労働が排除されていることを指摘 し,ボランティア活動に

関してはいくつかの国では戦ってセンサス上の修正を勝ち得たが,無償労働に関して成功

した国は少なく,ニュージーランドはその少ない例である｡

⑤GNP･GDPそしてSNAを作成 し,これを擁護する統計官僚を批判するO

【｢UNSNAとその規則や規制が,あらゆる国々における国民所得を支配している｡こ

のシステムこそ,家父長制イデオロギーとなって,全世界の女性と母なる地球の生産 ･

再生産活動を奴隷化 しているものにほかならない,と私は確信 している｣(p.44)】

第-は,地下経済の把握である｡地下経済が把握されていないことに経済学者は大き

な問題をみ,幾つかの方法を論議 しているが,これは女性の労働を把握する点での問題

と類似しているのであって,この測定にふみださないのは,男性中心主義であるO

第二は,環境汚染はかなりの者の関心事になったが,UNSNAは,いまだ住民や地球

に害毒を与えている費用を全く-直接的には一記録 していない｡MW は ｢経済学の教養

は,環境の改善に何一つ貢献していないということに尽きる｣と切って捨てる｡

第三は,国民所得分析は,余暇時間あるいは自由時間の軌定に関心をおいていること

である｡これについて,MW は,男性の余暇のために女性が働いており,女性が余暇を

持っているかどうかが疑わしいまでになっている状況下で,女性が無給の家事労働をし

ていても,余暇時間をとっていると区分してしまう統計の陰謀があるという｡

以上の三例を通じて,女性や子どもはたいした問題とみなされていない,というC

⑥UNSNAを批判するMWに代替案はあるのかo MWはト先行研究をかえりみて,(i)女性の生
産労働を帰属計算すればよく,今すぐ可能であると指摘 した上で､無償の生産労働を帰属計

算に関するという改革は､再生産を永久に目に見えないものとしてしまうという問題点を

持つといい†(ii)より根本的に,環境に関する論議をふまえて､ウオーリングは､SNAの所
得と支出の項目を r創造的Jと ｢破壊的｣に分けるのがよいと考えるにいたったという｡

(iii)G.トービンの経済福祉指標､環境に関わる費用 (二種類の防御的経済活動)を GNP

から減算するC,レイバー トの提案に魅力を感 じたことをふ りかえり､国連統計委員会その

他幾つかの国での中間案､すなわち､SNAの付帯統計として衆境計算体系を作成する考

えを紹介している｡ここでMWは環境に関するノルウェーの提案をみ､これをSNAが中

心になっており､女性の無償の生産労働が男性社会のまわりをまわってる形になるなどで､

きちんと焦点が定まっていない､と評価する｡(iv)その上で,グローバル経済学の新モデル

と名づけて,特に､フィンラン ドの H.ピェティレの国民経済概念に賛同している｡ペェ

ティレの､労働の評価として貨幣の支払いだけが唯一の基準ではなく､量すなわち労働力

(労働者数)や時間数､投入や産出は物質単位でも測れるという考えにも同意している｡
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そ して､世界の女性､INSTRAW などからの無債労働の測定の要求や提言に対 して､統計

手鼻会は､拡大 GDP程度の対応で済ませようとしてことを示 している｡

【1999年の第 2版序文】

3.MWの年来の主張や 1975年以降の一連の世界女性会議 における,女性の無併労働の可

視化要求とこれに対応するINSTRAW等における無併労働 ･SNAの研究等の圧力 もあって

国際統計に変化があったDひとつは 1993年の ILOにおける ｢耽美｣概念の拡張である｡

もう一つは,1993年の SNA改訂におけるサテライ ト勘定の提唱である｡サテライ ト勘定

は.無償労働の組み込みだけを狙ったものではなく,帝境間髄を取 り入れるなど多目的で

あったがuこれ らの経過の うえに,1995年の第 4回世界女性会議 (北京会議)の行動綱領

は,女性の無償労働の把握のために,この93SNAのサテライ ト勘定を活用.研究,充実す

るべきことをうたった｡一部を抜粋 してみる｡

[(f)以下により.あらゆる形態の労働及び雇用について.より包括的な知純を開発すること｡

(i)農業.特に自給農業及びその他の形の非市場生産におけるように.すでに岡連の国民勘定体系

に含まれている無償労働に関するデータ収集の改善

(ii)現在.労働市場における女性の失業及び不完全雇用を過少に見浦もっている測定の改善

(iii)女性の経済的寄与を認め,女性及び男性の間の有償労働と無償労働の不平等な分布を目に見

えるものにするために.扶養家族の世話及び食事の用意のように.国民経済計井に含まれない無

償労働の価牡を数量的に評価し,中核的な国民鎧済計芽とは別個であるがそれと調和したものと

して作られる可能性のあるサテライ ト(補助拍)勘定又はその他の公的経済計芹に反映できる方

法を.せ切な討論の境において開発すること｡

(g)有償及び無償労働における女性及び男性の格差に敏感な.生活時間扶計のための国際分類を開

発し,性別のデータを収集すること｡国内のレベルでは.各国の制約を条件にしつつ

(i)有償の又は他の無償の活動と同時に行われるそれらの活動を妃録することを含め,無償労働

の価舷を数量的に測定するための定期的な時間使用調査を行うこと｡

(ii)国民経済計算に含まれない無償労働を数量的に測定し.中按的な国民経済計井 【伊藤注一国

民勘定体系を日本ではこのように使用してきている】とは別個ではあるがそれと調和したサテ

ライ ト (補助的)勘定又はその他の公的経済計算にその価値を正確に反映する方法の改善に努

めること｡｣(以上の翻訳は,男女共同参画局ウェブサイ トに掲載されている r総理肘仮訳｣をそ

のまま引用した】

この 93SNA改訂後の動きをウオー リングがどうみたか.が注目される12｡

MW はこの 12年間に活動と出版が驚くほど展開 したという良いニュースの一方で ｢植民

地化する経済力,商品化,すべてのものが価格に還元できるとい う幻想｣の拡大があった,

という｡初版の主張をふ りかえり,くりかえしつつ,この間の姓つかの出来事を論評 して

いる｡1993年にUNSNAの改定と,同年のILOにおける国際労働統計家会議の従業上の

地位分類の拡大があった 3

12 MarilynWaring(1999)CouJ7LL'LZgForNoth)'ng-H加 fMeJ,l'aJueandLtaatlIもmetlaJV
LtrorEh,UniversityTorontoPress
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この改定について.｢新 SNAのデザイナーは,ポイン トを失い,地球上の女性の大半の

現実を反映するのに失敗 している｣(p.xxvi)と批判する｡この新定義では.同一世帯内

の自己の最終消費のための個人サービスは測定と評価問題のために除外される｡

MW は.一方で価格還元を批判しながら,他方で測定評価を求めている点を認めながら,

第-に,女性の要求とニーズは,サテライ ト勘定でのそういった活動の価値の併幣評価を

要求はしないが.皮内にもサテライ ト勘定を作成するための統計調査が必要な統計を用意

している(p.xxciii).という認識にあることを指摘する｡

第二に,防衛費,売春.軍事費.環境等について GDP中心に論 じる既成の理論を批判

的にとらえ.世帯経済を可視的にし,経済過程での大きさを確認 したり.政策とのつなが

りを論じるためには,多くの試みがあったことを指摘 している｡

第三に.MW は.GDP中心主義的な貨幣評価以外で.この間提起されている態つかの

試みを肯定的に受け止めながら,なおそれぞれが持つ弱点等を指摘 している｡すなわち.

(i)Duncan lronmongerの GHP(grosshouseholdproduct),(ii)Daly and Cobb の

ISEW(=IndexorSustain呈IbleEconomicWelfare),(iii)UNl)Pの一連の指数,特にジェン

ダー1姻係指標,(iv)T)rRonaldColeman が用意 した NovaScotiaの GPl(=Genuine

ProgressIndicators).(V)カナダ統計局のTotalWorkAccounts, (vi)経済･環境統合計算

サテライ トシステム,などである,

(経済 ･環境勘定は,物量計算と.従来の尺度ではプラスと計算された投資がマイナスと

計算されるなど)

第四に,しめくくりとして.(i)貨幣価値に帰属させなくても良い,(ii)ジェンダー.午

齢,都市･地方,エスニシティ,家族あるいは世帯構造,および品質分析および政策形成-

の適用に有効な何であれ他の変数ごとに区分された時間使用データの利用.(iii)国民勘定

を人間開発の枠組みの中での ｢良いもの｣と r悪いものJに区分 し,勘定が可視的な赤字

の側面を示す透明な記録とすることができる,等を指摘する｡

【2003年論文】

4. MW はその後も活動 ･研究を続けているが,特に 2003年の短い論文は 93SNAに関

してMW としては比較的まとまったものである13｡以下の指摘がある｡

① r(1993年の変更は,)フェミニス トの問題をとりあげ,家庭での消費のために行われ

る不可欠の労働を計算システムに消費を導入する機会であった｡しかし,この機会は失

われた｣という｡これは中核勘定をさしており,女性が担 う家事･介護等が.計井され

ず,政府によって提供されたり,有償で提供されたときには計算される｣という｡

②母乳を与える活動は女性にとっては,消費境界の内部あるいは外部の生産の間に区別は

ないこと,を把握するのに失敗 したDサテライ ト勘定においてもこ活動に価値を付与す

る正確な方法はない.母乳は子どもの将来の健康や教育にもコス ト上の影響を与える質

があり,これを把握することはできない｡(卦背中に子どもを背負っての,水汲みや.鞄

13 MarilynWtlring(2003)l■Counl･ingror紬methimg! Recognisingwomcn'Scontributiontothe
globaleconomythroughaltorndtivoaccountingsystem'●GeJ7derandDel,eJopmenE.Vol.日.No.1
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料やハープを収集したりしている｡

③ rr体系｣における生産の境界の位置づけは.折衷案ではあるが,ほとんどの利用者の必

要を考慮したうえのものであるJに対して,MWの強調点は,見えなくされている統計

の広い利用は無しい,という点であるという｡

これと関連して MW は,サブジステンス労働を,生産からの除外を伴った r世帯の

総消費-の重要な寄与｣とするUNSNAと,｢暮らしの重要な基礎JとするILOを対比

している｡女性の生活が意味も無く区分されていること.93SNAのデザイナーは,要

点を把握しそこない,地球上の女性の大半の現実を反映させることに失敗した,という｡

④MW は,さらに,検討されるべきトピックスとして,金融仲介サービスの間接的測定,

インフォーマルセクターでのサービス,世帯に仕える非営利団体の分軌 無形架産,e･

コマースの測定間嵐 陰の経済(hidden economy)を計上すること等があるO,

⑤MWは,UNSNAは現実から離れ,経済 ｢成長｣を正確に測定しているとの娯りを誘導

する考えに政府,企業等がかかわっている,という｡

⑥MWは,女性と子どもの生活も現実を経済学者や政治家に見えるようにする数字の生産

が開始されているといい,モデルとして,(i)IndexofSustainableWelfare(ISEW),

(ii)HumanDevelopmentIndex(HDI),(iii)GenuineProgresslndicat.ors(GPI)をあ

げ.特に GPIを最も洗練された尺度であり,推薦に値すると評価している｡MW はこ

の指標を人々の福利と政策立案者に問題を示すものという見地から評価しているコ

(診MWは,競された主要裸題として(i)人々に自らの福利指標を作成することを求める.(ii)

牛幣表示せずにデータを示し解釈すること,とし後者との関連でAlberta のGPIを高

く評価する｡

⑧MW の結論は,rグローバリゼーションを再考蕪する上でのフェミニス トの探題は,批

判の焦点として,｢福利｣のこの病的な権威者を除去することである｡サテライ トとい

う選択肢も組み入れられたものある｡アルバ一夕･モデルは,私の生涯で最もエキサイ

ティングな対案の開発であり,各国と社会で利用できるものである｣といものである｡

ウオー リングによる批判について-訳者のコメント

5.MWは,最も頑強なSNA批判者として登場した｡国連と連携する諸機関や諸決議が,無

償労働の把握に関しては.本冊子や以下の叙述で示すように,93年 SNAのサテライ ト勘

定の具体化の方向で歩みつつあるD当初の主張から見て,恐らくサテライ ト勘定では補足

できるはすはあるまい.と考えられる中.1999年そして 2003年と,批判的立場と始点を

継続していることがわかる｡

MW の輸魚では,(i)SNAが多目的であるのに対して,MWは女性の福利,女性の無償

労働の汲み上げをひたすら主要な論点において SNAの中核勘定の批判を継続している｡

(ii)必ずしも一般化した論議ではなく,途上国を中心とする女性の生活･状況の具体的描写

を対置し,これをSNAが汲み上げていないとする論法,をとり.(iii)1988年そして 1999

年に振起されていた代案は,なお抽象的であった｡2003年に特に思い入れているGDl(-

GenuineProgresslndex､あるいはGPI=GenuineProgressIndicator)は,これを生み
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出す基礎的論議の一つとして MW の論議を掲げているものである｡そしてカナダの一部

地域では政策と結び付けられ,また支援者が広がりつつあるものである｡これについては

別な機会にとりあげたい｡MW はこのGDIによって,貨幣評価は必ずしも必要ではなく,

時間利用データその他を利用して進むことで良いという方向にたっているといえる02006

年に世帯生産勘定に関する国際ワークショップで.時間利用調査を論じているのもこの延

長線上の事であろう14｡(そして,そこでの指摘は,時間利用調査に関心を持つ者がおさえ

ておくべき諸点を示している),,(iv)UNSNAにおける女性の活動の軽視を中心とするMW

の批判一背景や根源の説明における言辞は,辛らつである｡ラディカルなフェミニス トの

論議のひとつのパターンである｡(Ⅴ)HDIや GEM に無批判的であるのは,統計指標構成

等の細部には無関心なのであろうか｡

以上のMWであるが,GNP/GDPによって経済成長を中心に捉えるSNAに対しての環

境破壊や軍事生産の組み込みに関する批判,貨幣評価によって,各国 ･社会そして住民グ

ループの具体性･特殊性を見失うこと-の危快等にかかわる論議は,聞くべき内容であり,

環境･経済勘定や世帯生産勘定などのサテライ ト勘定の充実によって解決されうるものな

のかは,常に念頭に置かれ,検討の足がかりにされてよいo

その上で,本冊子でとりあげている世帯生産勘定に論点を移そう｡

HI 世帯生産勘定をめぐるEuroStatの方法論の提案

世帯生産勘定をめぐる経過

6.本冊子の序論,そして文献 リス トを参照すればわかるが,93SNA がサテライ ト勘定を提

唱して以降,無償労働を世帯生産サテライ ト勘定として把握 しようとする動きは一定程度あ

る｡93年SNAが示される前後にOECDなどで一定経度行われ.その後,2000年前後以降,

オース トラリア,カナダ,ニュージーランド,韓国,南アフリカ,バスク地方,フィンラン

ド,英国等である｡この中で,組織的な研究を進めているのが Eurostatであり,1999年に,

ProposalforaSatelliteAccountofHouseholdProduction.(Eurostat･WotkingPaper

9/1999/A4/ll)を出した後,英国での実際数値を計算した試験的研究の発表を参照しながら,

本冊子に至っている｡

本冊子の内容をめぐって

7.本冊子をもってしても,まだ幾つかの点でタスクフォース内での意見の一致をみず,あく

まで中途の報告であるとしている｡この種の解説本では,93SNA 書をふくめて,仮説値に

よる諸勘定間の関係や,各勘定での計算の説明がほしいところであるが,本冊子では,アウ

トプット法について英国の ONSの数値を引用して,専ら概念や基本問題の文章的,表的説

明にあてられている｡

英国の試験的方法論が,基礎的説明は丁寧ではなかったので,英国 ONSの方法論と,

Eurostatの冊子との両方によって,2000年代前半での世帯生産勘定をめぐる論議と試験的

14MarilynWaring(2006)''GenderandHealth"at･lnternationalWorkshoponHouseholdSatellite
Accounts
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作成の状況が杷舶できる｡

ONSがアウトプット法による世帯生産勘定の作成を追求すると音う独自性を持っていた

のに対し.本冊子は,無償労働の貨幣評価の二方法の両方について等距離の立場から的評を

加えながら始を進めている｡

ます,経過と関連する定義を示し,世帯生産勘定の目的と利用を税明したうえで.SNA

とHHSA(世帯サテライ ト勘定)のそれぞれの生産境界を示し.勘定において物的データの使

用も一部ありうろことをも述べ,貨幣表現と物量表現は相互補完的でありうろことを述べる.

さらに,貨幣評価におけるアウトプット法とインプット法の長短をとりあげ,インプット法

における労働の評価に関わる諸論点と轄論を示す｡ここでは機会費用を排して.代替費用法

におけるジェネラリス ト法を長連なものとみる｡

世帯生産勘定では､アウトプット､中間消費､租付加価値およびその構成要素､資本消費､

生産-の税/補助金をh!置すること､-つの活動のアウトプットが他の活動におけるインプッ

トになる一居住サービスはケアや食事のインプット-関係を二重計算を避けて境理する必

要がある｡この供給(インプット)と利用関係が､主要な稚能 ･生産物ごとに区分されること

が必要になる｡このそれぞれが税明されている｡

上記のうち､勘定作成のための諸処理に関しては､ここでは立ち入らず､報告書が掲げて

いる世帯生産勘定の目的と.残された課題についてのみ検討しておきたい｡

ます､目的についてみれば.本冊子では､2で.HHSAの目的と利用とタイ トルをつけな

がら,HHSAで行 うことのできる分析例として例示によって用途を示している｡(L)経済にお
ける世帯生産と市場部門の大きさのレベルの判定.(ii)一定の商品とサービスの供給における

市場と世帯のシェアの比較と拡大した民間消費における市場生産と世帯生産のシェアの比

較.(iii)市場で発生した所得と世帯の自家生産で発生した所得のシェアの比較.(iv)世帯生産

と市場生産の間の トレー ドオフ､一方の他方-の影響の分析.(V)一国内での拡大 (SNA と

非 SNAの統合)生産の尺度の異時点間比較可能性を増し,成長.生産性,分配および資本

形成の長期的視角での分析.(vi)拡大生産の把握によって異なる国にわたる経済規模の比

較可能性の増大,である｡

8の r枯輪と示唆Jでは,本冊子の内容や示唆のまとめがあり,r研究上の示唆｣において

今後の株髄が枯らえている｡そこでは,(i)アウトプット法についての研究とこのための時間
使用綱壬.市場調査データ等のデータの獲得の必要,(ii)インプット法とアウトプット法の

比較研究,(iii)生産性とアウトプットの品質との関係での同時行動の明確化.(iv)中間消費の

アウトプット/基本織能-の配分規則,(V)自己使用ノレジャーとリクレーションの生産の把

堤,等をあげている｡

目的･用途では.第-に.償労働負担の大きさなど女性の地位向上あるいは共同書画政策に

資するといった表現はない｡男女共同参画に対してこの世帯生産勘定の作成の貢献が括られ

てないのは.この計算が無くても EU が北欧をふくむかなりの回で,男女共同参府が着々と進

行していることを背点にして,その先を考えるためであろうか｡更に言い換えると,男女共

同参画の必要の路拙.そして政策立案と実施は,SNA 針弁をしなくても.他のデータや計
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算結果をもって論議しうるということであろうかO

第二に,他方で,女性が見えない労働部分を担っている部分が大きな途上国をふくめて,堤

模やシェアの比較を重点的にとらえることを提示している｡男女共同参画論議-の貢献とい

った点を抜きに示されているこれらは､経済活動を市場取引だけに限らずに,社会を存続させ

るより広い角度から経済活動を捉えるアプローチを示唆している｡すなわち,世帯生産勘定等

はそれ自体として広い経済分析への可能性を持つということを示唆しているのである0

第三に,しかし,本冊子に示されている目的 ･用途は簡単であり,抽象的に過ぎる｡もっと具

体的に多様な利用方向が,他の計算ではなく,この世帯生産勘定あるいは拡大経済活動 ･生産

の把握によって独自に可能になることを示さなければ､説得力に欠けるだろうL,

これとの関連で.･残された課題として掲げられている諸点も､この第二,第三を深める方

向での論議ではない｡

ⅠⅤ.全体的コメント

8.以上,訳者のあとがきとして､MW の論を紹介した上で,Eurostatによる本冊子の幾つかの

内容を示した｡

第-に.この冊子の対となるONSの方法論の提示も手続き論を中心にしている｡この冊子

の説明は,世帯生産勘定に関する基礎からのT寧な説明を与えているといえるだろう.基礎

文献の一つといえる｡

第二に,しかし,本冊子がわずかに示す世帯生産勘定の用途例でも,市場部門と世帯部門の

シェアと両部門の相互関係,そして拡大された経済規模の把握といった大きな点が一般的に

語られているにすぎないし,男女共同参画の推進のための現状把握や政策立案-の貢献は一

切語られていない｡これらの点で大きな不足があるといわざるをえない｡

このあとがきのⅠで幾らか長く示したMW の提起に､UNSNAや世帯生産勘定はどう応え

ていくのか｡MWやジェンダーの側からの問題提起は置いておいても良いo世帯生産と市場

の生産との相互関係状況の把握とは.さらに具体的にどういう点をさすか,それが世界や各

国の現代的諸問題の把握や政策にどうつながるかを,実例-それが未だ無い場合には,想定

事例-で描かれることが必要であるO例えば,ジェンダー視角を取り入れてであるが,1999

年の APEC-HumanResourceDevelopmentWorkingGroupの ConferenceonLinkage

BetweenPaidandUnpaidWorkinHumanResourcePoliey15は,この時点で,世帯生産勘

定を前提せずに,多様な論議を展開していた｡

第三に,そういった展開が SNA･世帯生産勘定の側からない場合には,世帯生産をあえて

勘定体系に組み入れてSNAと比較可能な形に世帯生産を整える膨大な手続きを行 うことの

是非 ･意義が問われかねないだろう｡理論的可能性はどうか,データの入手可能性をふま

えて実際的可能性はどうかを,さらに立ち入って展開する必要がある｡無償労働を SNA-

15橋本美由紀 ･伊藤陽一 (2001)｢無償労働と有償労働のつながり｣『統計研究参考資料』No.71
に三つの報告を訳出している｡
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世帯生産勘定でとりあげる作業は,国際的にみて広がりは確認できるにしても,典中的か

つ継続的に進められているようにはみえない｡それは,これら作業の有効性 ･意義の具体

的な説明の不足にあるようにも思えるっ

この点の論議がない場合には,MW等の主張が逆に鋭得力を持ってくる｡この分野の今後

の研究では.技術的な細部に至る手続き論とともに,hlWの提起に対応する益礎的論議が必

嬰に思える｡

9.本冊子の翻訳許可は､駐日欧州委員会代表部から得た｡この許諾に感謝したい0本冊子の

翻訳と訳者あとがきは､伊藤陽一(法政大学日本統計研究所所長/経済学部教員)が担当した｡
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